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明 細 書

発明の名称 ：照明装置、およびその製造方法

技術分野

[0001 ] 本発明は、配線機能を具備するコー ドを備えた集積型照明装置、およびそ

の製造方法に関する。

背景技術

[0002] 近年、平面型の光源装置の一つと して、有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素

子 （以下、有機 E L 素子 という）を用いた光源装置が注 目を集めている。有

機 E L 素子を用いた光源装置は、 自発光、広視野角、および高速応答性等の

種 々の優れた特性 を有する。

[0003] 有機 E L 素子 とは、一般的には、透明電極である第一電極 （陽極） と、反

射電極である第二電極 （陰極） との間に発光層を有する有機層を配 した構造

を透明基板上に設けている。 また、当該有機層は、発光層以外に、正孔輸送

層、および電子輸送層等を有 しているものが一般的である。 このような構成

の有機 E L 素子の第一電極 と第二電極 との間に数ボル トの電圧を印加するこ

とによって、第一電極か ら有機層に注入された正孔 と、第二電極か ら有機層

に注入された電子 とが発光層内で再結合する。発光層内で正孔 と電子 とが再

結合すると、エキシ トンが生成 され、当該エキシ トンが基底状態に戻る際に

発光する。有機 E L 素子はこのようなメカニズムで発光する素子である。 ま

た、有機 E L 素子が発 した光を第一電極 および透明基板側か ら取 り出すタイ

プはボ トムエミッシ ョン型、逆に、有機 E L 素子が発 した光を第二電極側か

ら取 り出すタイプは トップェミッシ ョン型 と呼ばれる。

[0004] 有機 E L 素子を光源装置に用いるにあた り、有機 E L 素子の大面積化が求

め られる。 こ こで、有機 E L 素子の製造方法の一つと して真空 プロセスが挙

げられるが、当該真空 プロセスでは、大型の有機 E L 素子を作製するのが困

難である。 これは、大型基板 を使用 して有機 E L 素子を作製することが技術

上難 しく、膨大なタク トタイムを要 して しまうためである。 また、大型の有



機 E L 素子を作製する製造装置を導入するためのコス ト、更に当該製造装置

のランニングコス トが大きい。特に、第 8 世代および第 1 0 世代の基板での

有機 E L 素子の作製報告例は未だない。

[0005] —方、有機 E L 素子の他の製造方法として、ウエットプロセスが挙げられ

るが、当該ウエットプロセスでも、真空プロセスと同様に、大型の有機 E L

素子を作製することが技術上困難である。また、ウエットプロセスは真空プ

口セスと比較 して技術開発が数年遅れており、その性能が劣るため、大型の

有機 E L 素子の作製において、真空プロセスの代替方法として用いるには課

題が多い。

[0006] 上記のような問題を解決するために、中規模の真空製膜装置によって作製

した小面積の有機 E L 素子を複数搭載することによって大型の光源装置を作

製する方法が最近では採られている。これによれば、大型の光源装置を簡易

な方法で製造することができ、得 られる光源装置の性能は高く、製造コス ト

は高くないので、実現性が高い。特に、帯状の有機 E L 素子を複数搭載 した

光源装置は、その形状からプライン ド型照明装置等と呼ばれ、平面型の光源

装置として普及 しつつある。

[0007] また最近では、有機 E L 素子以外の発光素子を搭載 したプライン ド型照明

装置も開発されている。プライン ド型照明装置とは、窓に設置することによ

つて採光量を調節することができるいわゆるプライン ド （スクリーンと称す

る場合もある）機能に加えて、照明機能も兼ね備えた装置のことである。こ

のようなプライン ド型照明装置の一例として、特許文献 1 には、太陽電池が

生成 した電気エネルギーを利用 して発光する発光体を搭載 した複数のスラッ

卜 （= 羽根）を集積 したプライン ド型照明装置が開示されている。図 1 5 は

、特許文献 1 のプライン ド装置の構成を説明する要部斜視図である。プライ

ン ド装置 1 0 0 は、図 1 5 に示すスラッ卜1 0 2 を多数水平に並設させた横

型プライン ドであり、各スラッ卜1 0 2 には巻き上げ紐 1 0 9 が結合 して各

スラッ卜1 0 2 を巻き上げ自在に構成されており、更に各スラッ卜1 0 2 に

ラダ一コ一 ド1 0 8 が結合 していて前後に回動自在に構成されている。



[0008] スラ ッ 卜1 0 2 は、太陽エネルギーを電気エネルギーに変換する太陽電池

1 0 3 と、太陽電池 1 0 3 で変換 された電気エネルギーを蓄えるシ一 卜状ポ

リマ 一二次電池 1 0 4 と、 シ一 卜状ポ リマ 一二次電池 1 0 4 か らの電圧供給

で発光するシ一 卜状面発光体 1 0 5 とが この順で積層 された 3 層構造 をな し

ている。太陽電池 1 0 3 は、光エネルギーを直接、電気エネルギーに変換 し

、変換 した電気エネルギーをシー ト状ポ リマー二次電池 1 0 4 へ蓄電するた

めの端子を備 えている。 シ一 卜状ポ リマ 一二次電池 1 0 4 は、固体のポ リマ

—か らなる固体電解質を有 してお り、太陽電池 1 0 3 によって変換 された電

気エネルギーを蓄積 し、蓄積 した電気エネルギーをシー ト状面発光体 1 0 5

に供給するための端子を備 えている。 シ一 卜状面発光体 1 0 5 は、有機薄膜

を電界発光層 に用いる有機 E L 素子等である。 シ一 卜状面発光体 1 0 5 には

電圧供給 を受けるための端子が設 け られてお り、 シ一 卜状ポ リマー二次電池

1 0 4 か ら蓄積 した電気エネルギーの供給 を受けることで発光する。

[0009] また、各スラッ 卜1 0 2 か らは、 シ一 卜状面発光体 1 0 5 の発光 を制御す

る信号 を送 るための電線 1 0 6 がスラッ 卜1 0 2 の短辺側 に配設 されてお り

され、 さ らに各電線 1 0 6 はスィ ッチ 1 0 7 と接続 されている。

[001 0] このようなプライン ド装置 1 0 0 を、室内の窓側近傍へ設置 し、各スラッ

卜1 0 2 の太陽電池 1 0 3 側 を太陽光 を受光で きる方向に配置 し、受光 した

太陽光の太陽エネルギーを電気エネルギーへ 変換 し、 それをシ一 卜状ポ リマ

—二次電池 1 0 4 で蓄電 し、 シー ト状面発光体 1 0 5 へ電圧 を供給すること

で発光 を行 う。

先行技術文献

特許文献

[001 1] 特許文献 1 ：日本国公開特許公報 「特開 2 0 0 1 - 8 2 0 5 8 号公報 （2 0 0

1 年 3 月 2 7 曰公開）」

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題



[001 2] しか しなが ら、 図 1 5 に示 した特許文献 1 の ブラィ ン ド型照明装置 は、各

スラ ッ 卜を支 える巻 き上 げ紐 1 0 9 と、各 スラ ッ 卜1 0 2 に電圧 を印加する

配線 1 0 6 と、 ラダ一 コー ドとが、 それぞれ別体で設 け られている。 これ ら

がそれぞれ別体であると、構成 が複雑化するだけでな く、特 に照明機能 に注

目 して考 えれば、巻 き上 げ紐 1 0 9 と、配線 1 0 6 と、 ラダ一 コー ドとは、

いずれ も照明に直接 関係 する部材ではないため、 このような構成 が多数配設

されていることによって、照明を妨害することになるため望 ま しくない。

課題を解決するための手段

[001 3] 本発 明は、上記従来の問題点 に鑑みなされたものであ って、 その 目的は、

各照明パ ネル （スラ ッ 卜）の配線への負荷 を少な くし、配線材料 および配線

の保護 カバ一材料等の劣化 を防 ぐことがで き、且つ、容易 に大面積化 を実現

することが可能な照明装置、 およびその製造方法 を提供 することにある。

[0014] すなわち、本発明に係 る照明装置 は、上記の課題 を解決するため に、

電極 が設 け られた発光素子であ つて、 当該電極 に電圧 も しくは電流が供給

され ることによって発光する発光素子 を有 し、且つ、帯状 をな している複数

の照明パ ネル と、

上記複数 の照明パ ネル を保持 し、上記複数 の照明パ ネル同士 をその長軸方

向に揃 えて平行 に配列 させた状態 において、 当該配列方向に沿 つてのびてい

る巻 き取 りコ一 ドであ って、 当該配列方向に沿 ってのびている照明パ ネル群

の配列長 を調整 することがで きるように構成 された巻 き取 りコー ドと、

上記複数 の照明パ ネル を支 えつつ、 当該照明パ ネルの表面角度 を可変 させ

る支持 コ一 ドと、

を備 えた照明装置であ って、

上記支持 コー ドは導電性 を有 し、

上記発光素子 に設 け られた上記電極 は、上記支持 コー ドの導電部分 と電気

的に接続 していることを特徴 と している。

[001 5] 上記 の構成 によれば、複数 の照明パ ネル は巻 き取 りコー ドによって保持 さ

れている。 また、 当該巻 き取 りコー ドは、 のびている長 さを変 えることがで



きる。巻 き取 りコー ドの長 さが可変することによって、配列 している照明パ

ネルの長 さを調整 することがで きる。

[001 6] 複数 の照明パ ネル は、支持 コー ドによって支 え られている。支持 コー ドは

ロッ ドのような器具 によって動かされ ることによって、或 る方向に対する照

明パ ネルの表面角度 を可変 させ ることがで きる。 この支持 コ一 ドは一般 的な

プライ ン ド装置 において用い られ るラダ一 コ一 ドに相 当する。

[001 7] すなわち、本発明に係 る照明装置では、 当該器具 によって巻 き取 りコー ド

、及び、支持 コー ドを移動 させ ることによって、複数 の照明パ ネルの配置位

置、及び、傾 きを調整 することがで きる。 マルチ ロッ ド式の照明装置では、

当該器具 と して、例 えば、 ロッ ド等 を適用することがで きる。

[001 8] 特 に本発明において注 目すべ きは、支持 コー ドが発光素子の電極 に対 して

電圧 も しくは電流 を供給 することがで きるように構成 されている点 にある。

すなわち、支持 コー ドと発光素子の電極 とが、互 いに電気的に接続 されてい

る。

[001 9] 従来では、各照明パ ネル を支 える支持 コー ドと、各照明パ ネル に電圧 を印

加する配線 コ一 ドとが別 々に、 また、照明パ ネルの短辺側外側 に設 け られて

いた。パ ネル末端 に一か所 しか配線 と して設 けていない ことによ り、電圧降

下現象が生 じ、発光斑 が出来て しまう恐れがある。 しか しなが ら、本発明の

上記構成 によれば、照明パ ネル を支 え、且つ、傾 きを変 える支持 コー ドに、

各照明パ ネル に電力 を供給 する配線機能 を付加 させている。

[0020] これ によつて、支持 コー ドと、各照明パ ネル に電圧 を印加する配線 コー ド

とを別 々に構成 する従来のものに比べて、構成 を簡略化することがで きる。

また、配線 コ一 ドを別途設 けることによる照明パ ネルの発光の遮断がな く、

照明装置 を設置 した部屋の照度 を効率 良 く高め ることが出来 る。

[0021 ] また、上記の効果 と共 に、小型の発光素子 （有機 E L 素子） を複数搭載 し

た照明パ ネル を複数配置することによって、大面積 の集積型照明装置が実現

され、製造 コス トも低 く抑 えることがで きる。

[0022] また、本発明に係 る照明装置の製造方法 は、上記の課題 を解決するため に



電極が設けられた発光素子であつて、当該電極に電圧もしくは電流が供給

されることによって発光する発光素子を有し、且つ、帯状をなしている複数

の照明パネルと、

上記複数の照明パネルを保持し、上記複数の照明パネル同士をその長軸方

向に揃えて平行に配列させた状態において、当該配列方向に沿つてのびてい

る巻き取りコ一 ドであって、配列している照明パネルの長さを調整すること

ができるように構成された巻き取りコ一 ドと、

上記複数の照明パネルを支えつつ、当該照明パネルの表面角度を可変させ

る支持コ一ドと、

を備えた照明装置の製造方法であつて、

上記発光素子を配設した上記照明パネルを形成する照明パネル形成工程と

上記支持コー ドが上記発光素子に設けられた上記電極に対して電圧もしく

は電流を供給することができるように、導電性を有する支持コ一 ドを準備し

、当該支持コー ドの導電部分と上記発光素子の電極とを電気的に接続する接

続工程とを含むことを特徴としている。

[0023] 上記の方法によれば、複数の照明パネルの傾きを変える支持コードに、各

照明パネルに電力を供給する配線機能を付加させている。これによつて、配

線コ一ドを別途設ける場合と比較して当該配線コ一 ドによる照明パネルの発

光の遮断を回避することができ、照明装置を設置した部屋を高い照度で照明

することができる。

[0024] また、小型の発光素子 （有機 E L 素子）を複数搭載した照明パネルを複数

配置することによって、大面積の集積型照明装置が実現され、製造コストも

低く抑えることができる。

[0025] 本発明の他の目的、特徴、および優れた点は、以下に示す記載によって十

分分かるであろう。また、本発明の利点は、添付図面を参照した次の説明で

明白になるであろう。



発明の効果
[0026] 本発明の照明装置は、以上のように、

電極が設けられた発光素子であつて、当該電極に電圧もしくは電流が供給

されることによって発光する発光素子を有し、且つ、帯状をなしている複数

の照明パネルと、

上記複数の照明パネルを保持し、上記複数の照明パネル同士をその長軸方

向に揃えて平行に配列させた状態において、当該配列方向に沿つてのびてい

る巻き取りコ一 ドであって、当該配列方向に沿ってのびている照明パネル群

の配列長を調整することができるように構成された巻き取りコードと、

上記複数の照明パネルを支えつつ、当該照明パネルの表面角度を可変させ

る支持コ一ドと、

を備えた照明装置であって、

上記支持コー ドは導電性を有し、

上記発光素子に設けられた上記電極は、上記支持コー ドの導電部分と電気

的に接続していることを特徴としている。

[0027] また、本発明の照明装置の製造方法は、以上のように、

上記発光を配設した上記照明パネルを形成する照明パネル形成工程と、

上記支持コー ドが上記発光素子に設けられた上記電極に対して電圧もしく

は電流を供給することができるように、導電性を有する支持コ一 ドを準備し

、当該支持コー ドの導電部分と上記発光素子の電極とを電気的に接続する接

続工程とを含むことを特徴としている。

[0028] 上記の構成によれば、各照明パネルを支えている支持コードが、各照明パ

ネルに電力を供給する配線としての機能を具備している。そのため、専用配

線を敷設する必要が無くなり、当該配線コー ドが照明パネルの発する光を遮

断することなく、照明装置を設置した部屋を照らし、高い照度を齎すことが

出来る。また、デザインの幅も広がり、多様化も図れる。本構成により、照

明装置の低コスト製造が可能となる。また、大型の有機 E L 装置の作製が困

難を極める中、小型の発光素子 （有機 E L 素子）を複数搭載することによつ



て大面積の集積型照明装置が実現 され、更に製造 コス トも低 く抑 えることが

で きる。

図面の簡単な説明

[ 図 1] 本発明の一実施形態 に係 る有機 E L 照明装置 を示す概略図である。

[ 図2] 本発明の一実施形態 に係 る有機 E L パ ネル を示す概略図である。

[ 図3] 本発明の一実施形態 に係 る照明パネル とラダ一 コ一 ド及び昇降 コ一 ドの

位置関係 を示す概略図である。

[ 図4] 本発明の一実施形態 に係 る照明パネルの断面 を示す図である。

[ 図5] 本発明の一実施形態 に係 る有機 E L 素子の断面 を示す図である。

[ 図6] 本発明の一実施形態 に係 る有機 E L 素子の一配置例 を示す図である。

[ 図7] 本発明の一実施形態 に係 る第一基板 にボ トムェ ミ ッシ ョン型の有機 E L

素子を配 し、第二基板 に トップェ ミ ッシ ョン型の有機 E L 素子を配 し、発光

部分 を広 げた有機 E L 照明装置の断面 を示す図である。

[ 図8] 本発明の一実施形態 に係 る第一基板 および第二基板 にボ トムエ ミッシ ョ

ン型の有機 E L 素子を配 し、発光部分 を広 げた有機 E L 照明装置の断面 を示

す図である。

[ 図9] 本発明の一実施形態 に係 る第一基板 に トップェ ミ ッシ ョン型の有機 E L

素子を配 し、反射性の第二基板ではね返 った光 を取 り出す ことによって、間

接的に照 らす ことがで きる有機 E L 照明装置の断面 を示す図である。

[ 図 10] 本発明の一実施形態 に係 る両面発光性の有機 E L 照明装置の断面 を示

す図である。

[ 図 11] 図中の （a ) は、支持基板 を用意する工程 を示す図であ り、図中の （

b ) は、第一電極 を形成する工程 を示す図であ り、図中の （c ) は、有機 E

L 層 を形成する工程 を示す図であ り、図中の （d ) は、第二電極 を形成する

工程 を示す図であ り、図中の （e ) は、保護膜 を形成する工程 を示す図であ

り、図中の （f ) は、有機 E L 素子を切 り取 る工程 を示す図である。

[ 図 12] 図中の （a ) は、有機 E L 素子を形成する口一ルツゥロ一ル蒸着装置

を示す概略図であ り、図中の （b ) は、第一基板上 に有機 E L 素子を配置 し



た状態を示す図であ り、図中の （C ) は、第一基板 を覆 うように して第二基

板 を配置する工程 を示す図であ り、図中の （d ) は、ヘ ッ ドボ ックスとボ 卜

厶 レール との間に、複数の照明パネルが配置された状態を示す図である。

[ 図13] 本発明の一実施形態の代替形態を示 した図である。

[ 図14] 本発明の一実施形態の別の代替形態を示 した図である。

[ 図15] 従来技術 を示す図である。

発明を実施するための形態

[0030] 本発明に係 る照明装置の一実施形態である有機エ レク トロル ミネ ッセ ンス

照明装置 （以下、有機 E L 照明装置）について説明する。

[0031 ] 本実施形態に係 る有機 E L 照明装置は、 プライン ド型照明装置であ り、_

般的なプライン ド （装置） と同様 に採光量をスラッ 卜 （羽根）の傾斜角度 に

よって調整することができるのに加えて、各スラッ 卜が発光機能を有 した照

明パネル となっていることか ら照明装置 と しても用いることができる。その

ため、本実施形態に係 る有機 E L 照明装置 1 は、例えば、オフィス照明、店

舗照明、施設照明、舞台照明、演出照明、屋外照明、住宅照明、デ ィスプレ

ィ照明 （アミューズメン ト機器、パチンコ機、 自動販売機、 または冷凍 - 冷

蔵シ ョ一ケ ー ス等）、機器 什器組み込み照明、避難誘導照明、 または局所

照明等に好適に用い られる。

[0032] (有機 E L 照明装置の構成）

図 1 は、有機 E L 照明装置 1 の構成 を示す斜視図である。

[0033] 上述 した機能を実現するために、本実施形態に係 る有機 E L 照明装置 1 は

、図 1 に示すように、ヘ ッ ドボ ックス 2 、昇降コー ド （巻 き取 りコー ド） 3

、ボ トム レール 4 、分岐配線 5 、 ラダ一コー ド （支持 コー ド） 6 、 ロッ ド （

器具） 7 、および照明パネル 1 0 を有 している。

[0034] 本実施形態に係 る有機 E L 照明装置 1 では、照明パネル 1 0 が上述 したス

ラッ 卜 （羽根）に相当する。照明パネル 1 0 は複数在 って、その各々は、互

いに同一の構成 を有 した帯状の形状である。全ての照明パネル 1 0 は、へ ッ

ドボ ックス 2 とボ トム レール 4 との間において、照明パネル 1 0 同士がその



長手方向に揃えて平行に配列 している。すなわち、配列 した照明パネル 1 0

群の一方の端に位置する照明パネル 1 0 側にへッドボックス 2 が配設されて

おり、他方の端に位置する照明パネル 1 0 側にボ トムレール 4 が配設されて

いる。本実施形態における有機 E L 照明装置 1 では、図 1 に示すように、各

照明パネル 1 0 を横 （水平）にして吊り下げている形式、すなわちベネシャ

ン型の照明装置である。

[0035] なお、本実施形態に係る有機 E L 照明装置では、各照明パネル 1 0 を横 （

水平）にして吊り下げている形式、すなわちベネシャン型の照明装置である

が、必ず しもこれに限定されるわけではない。例えば、各照明パネル 1 0 を

縦 （鉛直）にして吊り下げる形式、すなわちバ一ティカル型も採用できる。

バーティカル型の場合には、複数の照明パネル 1 0 を左右 （水平方向）にス

ライ ドして巻き取ることができる。そして、各照明パネル 1 0 を左右に回転

させることによって当該照明パネル 1 0 の角度 （回転角度）を調整 して、有

機 E L 照明装置 1 を直接照明にも間接照明にもすることができる。一般的に

、バ一ティカル型プライン ドの場合、ベネシャン型での昇降コー ド3 にあた

るコー ドを ドライブコー ドと呼び、ベネシャン型でのスラッ卜 （水平に保持

された照明パネル 1 0 ) にあたる、鉛直に保持された羽根 （鉛直に保持され

た照明パネル 1 0 ) をルーバーと呼んでいる。

[0036] 本実施形態における有機 E L 照明装置 1 では、平行に配列 している複数の

照明パネル 1 0 は、ヘッドボックス 2 から伸びる昇降コー ド3 によって吊り

下げて保持されている。言い換えれば、昇降コー ド3 によって吊り下げてい

ることによって、複数の照明パネル 1 0 がその長手方向に揃えて平行に配列

している状態を維持 している。

[0037] 昇降コー ド3 の配設位置について、図 2 を用いて説明する。図 2 は、 1枚

の照明パネル 1 0 と、昇降コー ド3 およびラダ一コー ド6 の配置関係を示 し

た斜視図である。昇降コー ド3 は、図 2 に示すように、帯状をな した照明パ

ネル 1 0 の長軸方向の一方の端側と他方の端側とにそれぞれ配設されている

。なお、本発明はこれに限定されるものではなく、昇降コー ド3 は、照明パ



ネル 1 0 の外周に、少な くとも 1 本設けていれば良い。

[0038] 次 に図 2 に示すラダ一 コー ド6 は、各照明パネル 1 0 を支持する機能を有

している。 ラダ一コー ド6 は、ヘ ッ ドボ ックス 2 か ら伸びてボ トム レール 4

まで繋がった一対の第 1 のコ一 ドと、一対のうちの一方の第 1 のコ一 ドと他

方の第 1 のコ一 ドとの間を橋渡 しするように設けられた複数の第 2 のコ一 ド

とを有 している。一対のうちの一方の第 1 のコ一 ドと他方の第 1 のコ一 ドと

は、帯状 をな した照明パネル 1 0 の短軸 を挟むように対向 して設けられてい

て、第 2 のコー ドはち ょうど照明パネル 1 0 の短軸 に沿 ってのびているかた

ちとなる。 もちろん、上記一対の第 1 のコー ドと、それ らを橋渡 しするよう

に設けられた複数の第 2 のコー ドは、帯状 をな した照明パネル 1 0 の長軸 を

挟むように対向 して設けられていても構わない。更に、照明パネル 1 0 が正

方形の場合では、 どち らか一方の軸 に対向 して設けていれば良い。

[0039] ラダ一コー ド6 の配設位置は、図 2 に示すように、 ラダ一コー ド6 の一対

の第 1 のコー ドが、照明パネル 1 0 における長軸方向に沿 った端辺において

所定の間隔を有 して複数設けられている構成 となっている。図 2 では、照明

パネル 1 0 における長軸方向に沿 った端辺の中央 と、 これを挟んで右側およ

び左側 とにそれぞれ一対の第 1 のコ一 ドが配設されている。各照明パネル 1

0 は、各上記第 2 のコー ドの上に載置されることで支持されてお り、図 2 で

は、中央 と、 これを挟んで右側および左側 との計 3 箇所で照明パネル 1 0 を

支持 している。

[0040] 昇降コー ド3 およびラダ一コー ド6 は、ヘ ッ ドボ ックス 2 内にあるロッ ド

7 に接続 されている。なお、 ロッ ド7 は、昇降コー ド3 を巻 き取る、及び、

照明パネル 1 0 の傾 きを変える器具の一例である。有機 E L 照明装置 1 では

、マルチロッ ド型だけでな く、 コー ド& ロッ ド型、 またはコー ド型等も採用

できることは言 うまでもない。 さらに、 ロッ ド7 による手動での切 り替え方

法だけでな く、 ス ィ ッチ または リモ コ ン等による遠隔無線操作等の電動式、

またはセンサ等による感応式等の操作方法も当然含 まれる。

[0041 ] へ ッ ドボ ックス 2 内の昇降コー ド3 の先に接続 されたロッ ド7 の先端 に設



けられたグリップ2 を引くことにより、昇降コー ド3 が鉛直方向に巻き上

げられ、その結果、ボ トムレール 4 および複数の照明パネル 1 0 も巻き上げ

られて、配列 している照明パネル 1 0 群の配列長 （配列 した部分の長さ）を

短 くすることができる構成になっている。このように、ロッド7 先の昇降コ

— ド3 を巻き上げることによって、複数の照明パネル 1 0 の配置位置を調整

することができる。

[0042] また、ロッド7 先端のグリップ2 1 を軸回りに回転させれば、或る方向に

対する各照明パネル 1 0 の表面角度を変えることができる。具体的には、ラ

ダ一コ一 ド6 に設けられた一対の第 1 のコ一 ドのうちの一本を僅かに巻き上

げるか、もしくは、もう一方を繰 り出すことにより、上記第 2 のコー ドの傾

斜角度が変化 して、当該第 2 のコ一 ドの上に載置することによって支持 して

いる照明パネル 1 0 の表面角度を変えることができる。

[0043] このように、本実施形態における有機 E L 照明装置 1 は、各照明パネル 1

0 の外周を昇降コー ド3 が通過 している。また、照明パネル 1 0 は、ラダ一

コー ド6 上に載っているだけで、当該照明パネル 1 0 とラダ一コー ド6 とは

互いに分岐配線 5 によって繋がれているだけである。従って、照明パネル 1

0 は昇降コー ド3 およびラダ一コー ド6 に固定されていない。そのため、口

ッド7 先端のグリップ2 1 によってラダ一コー ド6 を移動させて照明パネル

0 を回転させ、その回転角度を調整することによって、照明パネル 1 0 を

上下に傾斜させることが可能である。当該照明パネル 1 0 の角度を調整可能

な機能を備えれば、当該照明パネル 1 0 を所望の角度に調整することができ

、有機 E L 照明装置 1 は直接照明にも間接照明にもなり得る。また、有機 E

L 照明装置 1 を使用 していないときには、ロッド7 先端のダリップ2 を引

くことにより、各照明パネル 1 0 を巻き上げることができる。

[0044] 複数の照明パネル 1 0 を吊るしている昇降コー ド3 は、ボ トムレール 4 お

よび照明パネル 1 0 を巻き上げると同時に、ヘッドボックス 2 内に巻き取ら

れる構成になっている。すなわち、昇降コー ド3 は、ロッド7 によってへッ

ドボックス 2 内に巻き取られたり、へッドボックス 2 内から繰 り出されたり



する構成になっている。一方、ヘッドボックス 2 から伸びてボ トムレール 4

まで繋がった一対の第 1 のコ一 ドと、一対のうちの一方の第 1 のコ一 ドと他

方の第 1 のコ一 ドとの間を橋渡 しするように設けられた複数の第 2 のコ一 ド

から構成されるラダ一コー ド6 は、ロッド7 によって、第 1 のコー ドのうち

の一方をヘッドボックス 2 内に僅かに巻き取る、及び、繰 り出すことにより

、複数設置されている照明パネル 1 0 の傾きを水平や垂直など任意の角度に

調節することができる。

[0045] そ して、このラダ一コー ド6 が導電性を有 していて、照明パネル 1 0 に設

けられた有機 E L 素子の電極に対 して電圧もしくは電流を供給することがで

きるように構成されている点が、本発明の特徴的構成である。具体的には、

ラダ一コー ド6 は、上述 したようにへッドボックス 2 から伸びてボ トムレ一

ル 4 まで繋がった一対の第 1 のコ一 ドと、複数の第 2 のコ一 ドとを有 してい

るが、第 1 のコー ドが導電性を有 している。そして、この第 1 のコー ドの導

電部分に、図 2 に示すように、分岐配線 5 が接続されており、この分岐配線

5 が当該有機 E L 素子の電極と電気的に接続されている構成となっている。

ラダ一コ一 ド6 の第 1 のコ一 ドは、へッドボックス 2 内に設けられている商

用電源に繋がっている。なお、第 2 のコー ドは、導電性を有 している必要は

ない。

[0046] この際、ラダ一コー ド6 と、当該ラダ一コー ド6 に接続された分岐配線 5

との接点は、電気的に接続されていれば、固定されていても良いし、スライ

ドさせる等 して可動式にしても良い。接点が固定されていれば、ラダ一コ一

ド6 から照明パネル 1 0 への電力供給が安定化される。一方、接点を可動で

きるように構成することによって、複数の照明パネル 1 0 を重ねてまとめる

際に、照明パネル 1 0 をスライ ドさせることができる。

[0047] また、分岐配線 5 には、他の配線に触れてショー 卜しないために、プラス

チック等のカバ一等を設けることができる。

[0048] ラダ一コー ド6 は、一般のそれと同様、照明パネル 1 0 、ボ トムレール 4

などを、そして、ラダ一コー ド6 自体の自重を支えるだけの強度と耐久性、



及び、昇降コー ド3 を巻 き上げた際の柔軟性を有することが求め られる。更

に、本特許では、導電性を有することも求め られており、それ らを兼ね備え

る構造を有する必要がある。

[0049] ラダ一コ一 ド6 の第 1 のコ一 ドの具体的な構造についてであるが、基本的

には絶縁電線であ り、単純には、芯材 と導電性材料 と絶縁被覆層により構成

される。更に、保護被覆層が有 っても良い。もちろん、 これ ら構成要素のう

ち複数を一つの材料で担 っても構わない。

[0050] 芯材は上記のように、照明パネル 1 0 、ボ トム レール 4 などを、そ して、

ラダ一コ一 ド6 自体の自重を支える働 きを担 っており、それ単独では導電性

を有 していてもいな くてもよい。

[0051 ] 前者 としては F e やそれを含んだ合金、後者 としては各種 プラスチック類

、ガラスファイバ一等が挙げられる。

[0052] 芯材は、新円だけでな く、楕円の材料でも良 く、 また、 フ イル ムなど平面

帯状等の形状でも構わない。更に、一つで構成されるだけでな く、複数本束

ねて構成 しされていても構わない。

[0053] 導電性材料は、上記芯材に、鍍金、厚膜印刷法、 フォ トリソグラフィ、真

空蒸着等の手法を用いて形成される。

[0054] 具体的材料 としては、めっき法では、単体では Ν ί 、 C o 、 A g 、 P d 、

R u 、 S n 、 P b 等、合金では S n _ P b 等の上記金属か らなるものが挙げ

られる。厚膜印刷法では、 A u 、 A g 、 P t 、 A g — P d 、 A g — P t 、 A

g _ P d _ P t 、 W、 C u 、 C 等があ り、 フ ォ トリソグラフィ法では、 A I

、 C u 、 M o 、 I T O、 I Ζ Ο 等が挙げられる。

[0055] もちろん、芯材 と導電性材料の両者の性能を兼ね備えても良い。具体的に

は、金属線などが挙げられる。

[0056] 絶縁被覆層 としては、シ ョー ト等を防 ぐためのカバ一であ り、ポ リエチ レ

ン、ポ リプロピレン、ポ リウレタン等、各種 ビニル化合物 （ポ リ塩化 ビニル

等）、 ゴム （ケィ素ゴム等）などが挙げられる。

[0057] 導電性ラダ一 コー ド6 の構成は、 これ らの上記の構成に限ったものではな



く、耐久性を高めるために、ガラス編み込み等を しても良い し、逆に被覆層

を無 くしても構わない。

[0058] 以下、照明パネル 1 0 の詳細な構成 とともに、本発明の特徴的構成につい

て更に説明する。

[0059] (照明パネル 1 0 の構成）

図 3 は、照明パネル 1 0 の一部の構成を示 した概略図であ り、図 4 は、図

2 に示 した照明パネル 1 0 を切断線 A —A ' で切断 した状態を示 した矢視断

面図である。なお、図 4 には、説明の都合上、照明パネル 1 0 に加えて、昇

降コ一 ド3 およびラダ一コ一 ド6 を示 している。

[0060] 照明パネル 1 0 は、図 3 に示す有機 E L パネル 1 0 ' を第二基板によって

覆 ったものである。説明の都合上、図 3 には、第二基板を示 していない。

[0061 ] 図 3 に示す有機 E L パネル 1 0 ' は、二つの有機 E L 素子 2 0 を第一基板

7 上に配 したものである。なお、図 3 では、二つの有機 E L 素子 2 0 が第

—基板 1 7 上に配されている構成を示 したが、必ず しもこれに限定されるわ

けではない。例えば、 1 つの有機 E L 素子 2 0 、 または 3 つ以上の有機 E L

素子 2 0 を第一基板 1 7 上に配 した構成でも良い。

[0062] また、図 4 に示すように、昇降コー ド3 は、照明パネル 1 0 の発光領域を

大きく取るために、照明パネル 1 0 の中心以外の箇所に配設 した構成 として

いる。

[0063] 照明パネル 1 0 は、図 4 に示すように、複数の有機 E L 素子 2 0 を有する

第一基板 1 7 と、 これに対向するように配置された第二基板 1 8 とを備えて

いる。第一基板 1 7 と第二基板 1 8 とは、樹脂 1 9 によって接続されている

[0064] 第一基板 1 7 および第二基板 1 8 の詳細については後述するが、照明パネ

ル 1 0 を支えるラダ一コー ド6 に接続された分岐配線 5 は、有機 E L 素子 2

0 と電気的に接続 した第一基板 1 7 上に配された導電配線 9 と繋がっており

、有機 E L 素子 2 0 と接続配線 8 を介 して接続されている。

[0065] ここで、複数の有機 E L 素子 2 0 を並べた場合には、 1 本のラダ一コー ド



6 に複数の配線機能を持たせても良い。例えば、 1本のラダ一コー ド6 にプ

ラスの配線とマイナスの配線と等、複数の配線で構成することも可能である

。逆に、複数のラダ一コー ド6 を用いて、配線機能を分散させても良い。こ

れによって、各ラダ一コー ド6 から供給される電圧の低下が防げ、電圧降下

による発光斑を防止することができる。

[0066] 以下では、照明パネル 1 0 を構成する各部材について、詳 しく説明する。

[0067] (第一基板 1 7 および第二基板 1 8 の構成）

第一基板 1 7 および第二基板 1 8 のうちの少なくとも一方は、光透過性を

有する材料で構成されている。光透過性を有する材料としては、例えば、ガ

ラス基板、または樹脂基板等の透明材料が適用可能である。なお、一方の基

板を、光透過性を有 しない材料で形成する場合には、不透明な金属材料等を

適用でさる。

[0068] 第一基板 1 7 および第二基板 1 8 は、 P E T または P E N等の可撓性を有

する材料で構成 しても良い。可撓性材料を用いて第一基板 1 7 および第二基

板 1 8 を構成すれば、有機 E L 照明装置 1 を湾曲させる場合にも、第一基板

7 および第二基板 1 8 が湾曲可能であるため、問題なく対応することがで

きる。

[0069] このように、第一基板 1 7 および第二基板 1 8 は、平板状であっても良い

し、曲面を有する形状であっても良い。この際、有機 E L 照明装置 1 の光出

射面側を凸状に湾曲させても良いし、凹状に湾曲させても良い。

[0070] 有機 E L 照明装置 1 の光出射面側を凸状に湾曲させた場合には、有機 E L

照明装置 1 の光を容易に発散させることができ、当該有機 E L 照明装置 1 を

設置 した部屋、または空間を広範囲に照らすことが可能となる。

[0071 ] 反対に、有機 E L 照明装置 1 の光出射面側を凹状に湾曲させた場合には、

有機 E L 照明装置 1 の光を容易に集光させることができ、当該有機 E L 照明

装置 1 の設置位置からほど近い、点または面等を集中的に照らすことが可能

となる。

[0072] また、これらの可撓性材料の表面には、ガスバリア性および機械強度を高



め、ガス透過性を低減するために、有機無機ハイブリッド層、または有機層

と無機層との多積層膜等を形成 しても良い。

[0073] なお、第一基板 1 7 および第二基板 1 8 は、例えば、幅 7 0 m m、長さ 1

O O O m m および厚さ0 . 7 m m程度の矩形平板状にすることができるが

、必ずしもこれに限定されるわけではない。

[0074] 第一基板 1 7 および第二基板 1 8 は、有機 E L 素子 2 0 を挟むようにして

配置されており、当該第一基板 1 7 および第二基板 1 8 は熱硬化樹脂または

U V 硬化樹脂等の樹脂 1 9 を介 して接続されている。第一基板 1 7 および第

二基板 1 8 によって囲まれる領域、すなわち有機 E L 素子 2 0 が封止されて

いる領域は、例えば、窒素またはアルゴン等の不活性ガス下、または真空下

に調整されている。このように、両基板間の領域に不活性ガスを充填 したり

、当該領域を真空下にしたりすることによって、外部からの酸素または水分

が有機 E L 素子 2 0 の有機 E L 層 1 3 に侵入するのを抑制することができる

。従って、各有機 E L 素子 2 0 にガスバ リア性を持たせるための処理を施す

必要がない。

[0075] なお、両基板間の領域には、酸化バ リウム等の吸湿剤が配合されていても

良い。これによれば、有機 E L 素子 2 0 の周囲を乾燥 した状態に保つことが

できる。

[0076] また、両基板間の領域に、熱伝導性が高い放熱樹脂を充填 した構成にする

ことも可能である。放熱樹脂としては、例えば、絶縁性のアクリルゴム、ま

たはエチレンプロピレンゴム等が適用できる。これによれば、熱伝導性が高

い放熱樹脂が充填されていることによって、両基板間の領域内の熱を効率良

く外部へ放出したり、均熱性を上げたりすることができる。

[0077] ここで、各照明パネルの第一基板 1 7 および第二基板 1 8 のうち、光出射

面側ではない基板は、光反射性の材料、または光反射性の表面を有する材料

で構成することが好ましい。更に、第一基板 1 7 と第二基板 1 8 との間隙部

分は、光反射性の材料、または光反射性の表面を有する材料で囲まれ、封 じ

られていることが好ましい。これによれば、有機 E L 素子 2 0 の光出射面以



外の面か ら出射された光は、照明パネル 1 0 の壁面 （有機 E L 素子 2 0 を取

り囲む照明パネル 1 0 の壁面）に反射する。従 って、 より効果的に有機 E L

素子 2 0 か ら漏れ出た光を取 り出すことができる。

[0078] (各配線の概要）

第一基板 1 7 の有機 E L 素子 2 0 が配設されている側の表面には、上記導

電配線 9 が形成 されている。導電配線 9 は、有機 E L 素子 2 0 の幅方向に伸

びるように配置されている。

[0079] 導電配線 9 と しては、例えば、 I T O、 I Ζ Ο 、 アルカ リ金属 またはアル

カ リ土類金属等が適用可能である。導電配線 9 は、例えば、幅 2 m m、長さ

2 0 m m、および厚 さ 1 5 0 m m程度 にすることができるが、必ず しもこれ

に限定されるわけではない。

[0080] これ らの導電配線 9 は 2 つで 1 組を形成 し、 2 つのうち一方が有機 E L 素

子 2 0 の第一電極 1 2 (図 5 ) に接続 し、他方が第二電極 1 4 (図 5 ) に接

続する。 この 1 組の導電配線 9 に電流を流すことによって有機 E L 素子 2 0

に電圧を引加することができる。導電配線 9 の各組を、それぞれ個別に制御

できることが好ま しい。 これによれば、 1 組の導電配線 9 に接続 された有機

E L 素子 2 0 を独立 して駆動させることができる。従 って、各有機 E L 素子

2 0 をそれぞれ個別に駆動させることができるので、有機 E L 照明装置 1 の

発光強度 または色調等の調光を行 うことができる。

[0081 ] なお、後ほど詳 しく説明するが、有機 E L 照明装置 1 に調光性および調色

性 を持たせるために、 1 つの有機 E L 素子 2 0 を複数色に塗 り分けた り、互

いに異なる発光色を持つ複数種類の有機 E L 素子 2 0 を使用 した りすること

ができる。 1 つの有機 E L 素子 2 0 を複数色に塗 り分ける場合には、複数本

の導電配線 9 を長軸方向に平行に配置する。

[0082] 例 えば、 3 種類 （赤色，緑色，青色）の有機 E L 素子 2 0 によって白色を

調色する場合には、赤色発光有機 E L 素子 （R ) の点灯率 を 3 0 %、緑色発

光有機 E L 素子 （G ) の点灯率 を 2 2 %、および青色発光有機 E L 素子 （B

) の点灯率 を4 8 % となるように、それぞれの導電配線 9 に電圧を印加する



と良い。ここで、点灯率とは、照明パネル 1 0 のアノー ドまたは力ソー ドに

流れる最大電流に対する割合を意味する （ただ し、デューティ比は 1 / 1 と

する）。例えば、力ソー ドに流れる最大電流を2 0 O m A とすれば、デュー

ティ比 1 / 1 において、 6 0 m A の電流が流れていれば点灯率は3 0 % ( 6

0 / 2 0 0 = 0 . 3 ) である。以上では、白色に調色する場合の例を示 した

が、必ず しもこれに限定されるわけではない。

[0083] 導電配線 9 は、分岐配線 5 と、接続配線 8 を介 して有機 E L 素子 2 0 とを

電気的に接続する。この際、接続配線 8 は、無鉛ハンダまたは銀ペース ト等

によって形成されていることが好ましい。

[0084] ここで、矩形状の有機 E L 素子 2 0 を用いる場合には、当該有機 E L 素子

2 0 の長辺方向に沿って、補助電極または補助配線を設けても良い。これに

よれば、有機 E L 素子 2 0 の第一電極 1 2 および第二電極 1 4 の抵抗による

電圧降下を低減 して発光ムラを抑制することができる。補助電極は、有機 E

L 素子の全周に渡って設けても良いし、長辺の一端または両端等に部分的に

設けても良い。

[0085] また、ラダ一コー ド6 に加え、昇降コー ド3 にも配線機能を持たせても良

し、。これにより電力供給元が複数確保されることにより、電力の供給が安定

化される。また、短い間隔での電力供給元が用意されることから、各コー ド

から流れる電圧の低下による発光斑の発生を防止することが出来る。

[0086] 最後に、この有機 E L 素子 2 0 の詳細について図 5 を用いて説明する。

[0087] (有機 E L 素子 2 0 の構成）

図 5 は、図 2 に示 した切断線 B —B ' において切断 した状態を示 した矢視

断面図である。なお、図 5 には、説明の便宜上、第一基板 1 7 および第二基

板 1 8 は示 していない。

[0088] 有機 E L 素子 2 0 は、図 5 に示すように、支持基板 1 1上に、第一電極 1

2 、有機 E L 層 1 3 、および第二電極 1 4 がこの順で積層された構成である

。また、両電極および有機 E L 層 1 3 を保護するために、第二電極 1 4 の表

面を覆うようにして保護層 1 5 を設けているが、これは有機 E L 素子 2 0 の



必須構成ではない。

[0089] 有機 E L 素子 2 0 は、第一電極 1 2 および第二電極 1 4 に電圧を印加する

ことによって、一方の電極か ら正孔が注入され、他方の電極か ら電子が注入

される。有機 E L 層 1 3 は発光層を有 してお り、注入された正孔および電子

が当該発光層において再結合することによって、有機 E L 素子 2 0 は発光す

る。

[0090] 有機 E L 素子 2 0 は、例えば、幅 5 0 m m、長さ4 5 0 m m、および厚 さ

0 . 7 m m程度の矩形平板状 にすることができるが、必ず しもこれに限定さ

れるわけではない。

[0091 ] · 支持基板 1 1

支持基板 1 1 は、絶縁性 を有する材料によって構成 されていることが好ま

しい。絶縁性 を有する材料 とは、例えば、延伸ポ リプロピレン （O P P ) 、

ポ リエチ レンナフタ レ一 卜 （P E N ) 、ポ リエチ レンテ レフタ レ一 卜 （P E

T ) 、 またはポ リフエ二 レンサル ファイ ト （P P S ) 等の透明のプラスチ ッ

クフイルム等である。 このように、支持基板 1 1 と して絶縁性の材料を用い

る場合には、支持基板 1 1 を絶縁膜 と して採用することが可能 となる。ただ

し、必ず しもこれに限定されるわけではな く、支持基板 1 1 上に絶縁膜 を別

途設けても良い。 また、支持基板 1 1 上には、酸化ケィ素膜等の保護膜が形

成 されていることが好ま しい。 これによつて、支持基板 1 1 の内部か らアル

力 リ酸化物が溶出するのを防止することができる。

[0092] また、上記 したようなプラスチ ックフイルム等の可撓性 を有する材料を用

いることによって、有機 E L 素子 2 0 を配設する箇所 （第一基板 1 7 ) が湾

曲 していても問題な く配設することができる。 これによれば、有機 E L 素子

2 0 の光出射面側 を凹状 に湾曲させた場合には、有機 E L 素子 2 0 の光を容

易に発散 させることができ、有機 E L 照明装置 1 を設置 した部屋、 または空

間を広範囲に照 らすことが可能 となる。逆に、有機 E L 素子 2 0 の光出射面

側 を凸状 に湾曲させた場合には、有機 E L 素子 2 0 の光を容易に集光させる

ことができ、有機 E L 照明装置 1 の設置位置か らほど近い、点または面等を



集中的に照らすことが可能となる。更に、以上の構成によれば、照明パネル

1 0 自体が湾曲 していない形状であっても、有機 E L 素子 2 0 を湾曲させる

だけで上記 した効果を奏することができる。

また、支持基板 1 1 の湾曲率を適宜調整できる調整手段を設けた構成にして

も良い。これによれば、上述のように、有機 E L 素子 2 0 の光出射面側を凸

状に湾曲させた場合には、有機 E L 素子 2 0 の光を容易に発散させることが

でき、当該有機 E L 素子 2 0 搭載の有機 E L 照明装置 1 を設置 した部屋、ま

たは空間を広範囲に照らすことが可能となり、一方、有機 E L 素子 2 0 の光

出射面側を凹状に湾曲させた場合には、有機 E L 素子 2 0 の光を容易に集光

させることができ、当該有機 E L 素子 2 0 搭載の有機 E L 照明装置 1 の設置

位置からほど近い、点または面等を集中的に照らすことが可能となる。調整

手段としては、後述する態様がある。

[0093] また、支持基板 1 1 が可撓性を有することから、口一ルツウロール法を用

いて有機 E L 素子 2 0 を作製することができる。これによつて、装置導入の

初期投資、およびランニングコス ト等を低減することが可能である。更に、

支持基板 1 1 を酸素透過性または水透過性の低い基板等で両側からパッキン

グすることによって、有機多層膜または無機多層膜等が不要であり、かつ安

価な有機 E L 素子 2 0 を製造することが可能である。 しか し、必ず しもこれ

に限定されるわけではなく、例えば、ガラス等の材料で支持基板 1 1 を構成

しても良い。

[0094] なお、支持基板 1 1 として、金属フイルム等の光反射性の材料を用いるこ

とが可能である。この場合には、エポキシ樹脂等の合成樹脂、またはプラズ

マC V D装置等により厚さ 5 0 0 n m程度の窒化シ リコン （S ί N x ) 等の

絶縁膜を表面に形成することが好ましい。

[0095] 支持基板 1 1 には、光拡散性を有する材料を更に添加 していても良い。光

拡散性を有する材料とは、例えば、メタクリル酸メチル、メタクリル酸ェチ

ル、メタクリル酸イソプチル、メタクリル酸ノーマルプチル、メタクリル酸

ノーマルプチルメチル、メタクリル酸メチル、アクリル酸メチル、共重合体



または三元重合体等のアクリル系粒子、ポリエチレン、ポリスチレン （P S

) 、ポリプロピレン等の才レフィン系粒子、またはアクリル系粒子と才レフ

イン系粒子との共重合体等である。あるいは、単一重合体の粒子を形成 した

後、その上層に他種類の単量体をコ一ティングした多層多成分系粒子等も光

拡散性を有するので、このような粒子も適用可能である。

[0096] 一般的に、有機 E L 素子 2 0 が発 した光は広 く拡散されて出射される。そ

のため、通常はマイクロキヤビティ （微小共振器）構造を採用 し、光路長を

調節することによって有機 E L 素子 2 0 が発 した光を共振させ集光 している

。その結果、発光効率の向上、および色純度の向上が実現され、光に指向性

等を持たせることができる。 しか し、本実施形態では、上記のような光拡散

性を有する材料を支持基板 1 1 に添加することによって、出射光は光拡散部

分を通過 し、光出射面から均一に拡散 して出射され、有機 E L 照明装置 1 の

色純度と発光効率とを向上させると共に、広視野角化を実現することができ

る。

[0097] · 第一電極 1 2 および第二電極 1 4

次に、第一電極 1 2 および第二電極 1 4 について説明する。当該第一電極

2 および第二電極 1 4 のうち、一方の電極が陰極であり、他方の電極が陽

極である。陽極の材料としては、例えば、酸化インジウム錫 （I T O ) 、ま

たは酸化インジウム亜鉛 （I Z O ) 等が挙げられる。

[0098] —方、陰極の材料としては、例えば、アルカリ金属またはアルカリ土類金

属等が挙げられ、安定性の観点からは、カルシウム膜、アルミニウム膜、力

ルシゥ厶膜とアルミニウム膜との積層膜、マグネシウム合金膜、バ リウム膜

、バ リウム化合物膜、セシウム膜、セシウム化合物膜、またはフッ素化合物

膜等で構成されていることが好ましい。

[0099] なお、有機 E L 素子 2 0 がボ トムェミッション型の場合には、第一電極 1

2 を光透過性または光半透過性の材料 （透明電極）で形成 し、第二電極 1 4

を光反射性の材料で形成することが好ましい。逆に、有機 E L 素子 2 0 が 卜

ップェミツション型の場合には、第一電極 1 2 を光反射性の材料で形成 し、



第二電極 1 4 を光透過性 または光半透過性の材料 （透明電極 または半透明電

極）で形成することが好 ま しい。 これによれば、有機 E L 素子 2 0 が発 した

光は透明電極側か ら出射 され、光 を効率的に素子の外 に取 り出す ことが可能

となる。 また、光取 り出 し側 にある電極 を透明電極 とすることによって、マ

イク口キヤビテ ィ （微小共振器）効果で集光 させることがで きる。 その結果

、発光効率の向上、 および色純度の向上が実現 され、光 に指向性等 を持たせ

ることがで きる。 また、光取 り出 し側 とは反対側の電極 には反射電極 を用い

ることによって、有機 E L 素子 2 0 が発 した光が非光出射面側 に出射 されて

も、光反射性 を有する電極 によって反射 され、光出射面側か ら出射 される。

その結果、有機 E L 素子 2 0 が発 した光の利用効率 を高めることがで きる。

[01 00] なお、有機 E L 素子 2 0 は、光強度が等方的なランバー ト分布 に近い発光

分布 を持っため、反射電極 と透明電極 とで有機層 を挟み込む ことによって得

られるマイクロキヤビテ ィ効果 を利用 して、有機 E L 素子 2 0 の光 を集光 さ

せることも可能である。光の出射面側 に透明電極 を用い、 その反対側 に反射

電極 を用いることによって、 2 つの電極 間で反射 を繰 り返す多重反射干渉 を

させ、共振 ' 強調 させる。 そ して、両電極 間の光路長 に合致 した光のみを取

り出す ことによって、有機 E L 素子 2 0 の発光輝度 を高め られる。 これによ

り、光路長か ら外れた不要な光が弱め られ、外部 に取 り出される光のスぺ ク

トルが急峻 となることか ら、有機 E L 素子 2 0 の色純度が向上する。 また、

光 に指向性 を持たせることがで きる。 ここで、赤色発光 （R ) 、緑色発光 （

G ) 、 および青色発光 （B ) では、 それぞれの光の波長が異なるため、光源

ごとに透明電極 または半透明電極 の膜厚 を調整する必要がある。

[01 0 1 ] · 保護層 1 5

保護層 1 5 の材料 と しては、例 えば、酸窒化珪素等が挙 げ られる。 当該保

護層 1 5 は、例 えば、厚 さ 1 0 0 n m程度 にすることがで きるが、必ず しも

これに限定されるわけではない。

[01 02] なお、有機 E L 素子 2 0 の光取 り出 し側の面 には、光拡散機能 を有する拡

散樹脂層が設 け られていても良い。拡散樹脂層は、 内部 に複数の光拡散粒子



を含有 したバインダー樹脂である。 当該バインダ一樹脂 と しては、例 えば、

ァク リル系樹脂、ポ リエステル系樹脂、ポ リオ レフィン系樹脂、 またはポ リ

ウ レタン系樹脂等が挙 げ られる。 また、光拡散粒子 と しては、例 えば、 メタ

ク リル酸 メチル、 メタク リル酸ェチル、 メタク リル酸 イソプチル、 メタク リ

ル酸 ノ一マル プチル、 メタク リル酸 ノ一マル プチル メチル、 メタク リル酸 メ

チル、 アク リル酸 メチル、共重合体 または三元重合体等のアク リル系粒子、

ポ リエチ レン、ポ リスチ レン （P S ) 、 ポ リプロピレン等の才 レフィン系粒

子、 またはアク リル系粒子 と才 レフ ィ ン系粒子 との共重合体等である。ある

いは、単一重合体の粒子を形成 した後、 その上層 に他種類の単量体 をコ一テ

ィング した多層多成分系粒子等 も光拡散性 を有するので、 このような粒子も

適用可能である。特 に、ポ リメタク リル酸 メチル （P M M A ) の使用が好 ま

しい。 このような光拡散粒子がバインダ一樹脂 内に含有 された拡散樹脂層 を

設 けることによって、 当該拡散樹脂層 を通過する光 を均一に拡散することが

で きる。 そのため、有機 E L 照明装置 1 の広視野角化が実現 され、光取 り出

し効率が上がることか ら、有機 E L 照明装置 1 の輝度が向上する効果が得 ら

れる。 当該拡散樹脂層は、例 えば、厚 さ 1 5 0 m程度 にすることがで きる

が、必ず しもこれに限定されるわけではない。

[01 03] 上記 した拡散樹脂層 を設 ける場合 には、 当該拡散樹脂層は拡散板であ つて

も良い。 当該拡散板 と しては、例 えば、光拡散粒子が分散 されたアク リル系

樹脂、ポ リエステル系樹脂、ポ リオ レフイン系樹脂、ポ リウ レタン系樹脂、

架橋 ポ リメタク リル酸 メチル、 または架橋 ポ リスチ レン等が挙 げ られる。

[01 04] 更 に、有機 E L 素子 2 0 の光取 り出 し側の面 には、光の波長 を変換する波

長変換層が設 け られていても良い。 当該波長変換層は、例 えば、 イ ッ トリウ

厶 アル ミニウム ガ一ネ ッ 卜 （Y A G ) 等の無機蛍光体、有機 E L 素子に

好的に用い られる公知の有機蛍光体、 または他の蛍光体等で形成 されている

ことが好 ま しい。波長変換層 を用いることによって、有機 E L 素子 2 0 が発

した光 を所望の波長の光へ と変換することがで きる。 当該波長変換層は、例

えば、厚 さ 1 0 0 m程度 にすることがで きるが、必ず しもこれに限定され



るわけではない。

[01 05] また、有機 E L 素子 2 0 の光取 り出 し側の面 には、 円偏光板 またはカラ一

フィル タを設 けることも可能である。 円偏光板 によって、有機 E L 素子 2 0

が発 した光 を円偏光 させ、外光反射 を抑制することがで きる。 円偏光板 は、

直線偏光板 に 1 / 4 ス板 と して機能する位相差板 を張 り合わせた構造 を して

お り、直線偏光板の吸収軸 に対 し、 1 / 4 位相差 フ イル ム を 4 5 度 だけ軸 を

傾 けて貼れば右回転 円偏光板 になる。逆 に、直線偏光板の吸収軸 に対 し、 1

/ 4 位相差 フ イル ム を 1 3 5 度 （— 4 5 度）傾 けて貼れば左回転 円偏光板 に

なる。例 えば、右回転 円偏光板 を用いた場合 には、直線偏光板 を透過 した光

は、右回転 円偏光板 を通 るときに右回 りに回転する光 とな り、 当該光がガラ

ス面等で反射すると、回転方向が反転 して左回 りの光 とな って再び右回転 円

偏光板 に入る。 このように して、右回転 円偏光板 は右回 りの光だけを透過 さ

せ、左回 りの光は吸収 し、最終的に外光の反射光はほぼゼ ロにすることがで

きる。 この性質を利用 し、 円偏光板 は、有機 E L 照明装置 1 における外光反

射 を除去することがで きる。

[01 06] 位相差板 は、複屈折率 を持つ フ イル ム であ り、 プラスチ ックフ イル ム を特

定方向に延伸処理することによって作製することが可能である。材料 と して

は、透明であ り、延伸処理が可能な材料であれば良い。例 えば、ポ リカーボ

ネー ト系高分子、ポ リエステル系高分子、ポ リスルホ ン系高分子、ポ リスチ

レン系高分子、ポ リフエ二 レン才キシ ド系高分子、 またはポ リオ レフイン系

高分子等 を挙 げることがで きる。

[01 07] また、 カラ一フィル タを用いることによって、有機 E L 素子が発 した光 を

所望の波長の光のみを出射 させることがで き、なおかつ外光反射の抑止およ

び低減効果 を得 ることがで きる。有機 E L 素子 2 0 が発する光は、無機 E L

素子が発する光 と比較 して、 スペ ク トル形状が幅広 く、長波長側の裾が広い

ので高色純度 を再現 しょうとする際に問題 となる。 しか しなが ら、 カラ一フ

ィル タを併用することによって、不要領域のスペ ク トルがカツ 卜され、狭い

幅 （およそ半分の幅）のスペ ク トル にすることがで きる。 また、 カラ一フィ



ル タの外光反射の抑止および低減効果は、 円偏光板 と比較 して高 くはないが

、 当該 カラ一フィル タを用いた場合は、有機 E L 素子 2 0 が発 した光の不要

領域波長 を除去することがで き、色純度 を高める効果 も同時に発現すること

がで きる。更に、 円偏光板 と比較 して光取 り出 し効率が高いため、有機 E L

素子 2 0 の発光効率が相対的に高 く、有機 E L 照明装置 1 への導入は非常に

効果的である。

[01 08] · 有機 E L 層 1 3

有機 E L 層 1 3 は、少な くとも発光層 を備 えていれば良 く、正孔注入層、

正孔輸送層、電子阻止層、発光層、正孔阻止層、電子輸送層、 および電子注

入層の うちの複数か ら構成 されていれば良い。例 えば、正孔輸送層、発光層

、 および電子輸送層が積層 された 3 層構造であ っても良い。 または、正孔注

入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、 および電子注入層が積層 された 5

層構造、あるいは、正孔注入層、正孔輸送層、電子阻止層、発光層、正孔阻

止層、電子輸送層、 および電子注入層が積層 された 7 層構造な どが挙 げ られ

る。

[01 09] また、上記 したような各層 ごとに機能 を分離 させた構造 とは逆 に、正孔輸

送性 および電子輸送性が高 く、なおかつ正孔および電子のバ ランスが取れて

いる両電荷輸送性発光層か らなる単層構造か ら有機 E L 層 1 3 を構成 しても

良い。

[01 10] これ によれば、両電荷輸送材料が、陽極 か ら注入された正孔、 および陰極

か ら注入された電子を、 （1 ) 高移動度かつ高バ ラ ンス で発光領域 にまで伝

播することがで き、 また、 （2 ) 最高被 占準位 / 最低空準位 （H O M O / L

U M O ) エネルギー差が十分大 きく （3 e V 程度）、なおかつワイ ドギヤッ

プ材料であることか ら、高い発光効率 を得 ることがで きる。

[01 11] 上記の両電荷輸送材料 を以 つても、単層構成の場合、正孔及び電子の注入

性が劣 ることが有 るため、 当該単層の有機 E L 層 1 3 は、発光領域の他 に、

正孔注入領域、 および電子注入領域 を有する。

[01 12] 上述 したように、有機 E L 層 1 3 は、少な くとも発光層 を有 していれば良



し、。当該発光層は、正孔輸送性材料または電子輸送性材料等のホス ト材料に

、発光 ド一パントを ド一プした両電荷輸送性材料で形成されている。

[01 13] 上記ホス ト材料としては、例えば、下記に化学構造式を示 している4 ，4

' - N , N ' —ジカルバゾリルビフエニル （以下、C B P ) 等が挙げられる

[01 14] [ 化1]

CB P

[01 15] 赤色発光する発光層を作製する場合には、上記発光 ドーパントとして赤色

発光 ド一パントを用いる。赤色発光 ド一パントとしては、例えば、下記に化

学構造式を示 しているビス （1 — (フエニル）イソキノリナ 卜一N，C 2 '

) イリジウム （III) (ァセチルァセ トネ一 卜） （以下、 （p i q ) 2 l r

( a c a c ) ) 等の赤色燐光発光 ドーパントが挙げられる。当該赤色発光 ド

—パントとホス 卜材料とを共蒸着することによって赤色発光層が得られる。

赤色発光層は、例えば、厚さ5 n m程度にすることができるが、必ずしもこ

れに限定されるわけではない。

[01 16] [化2]

[01 17] また、緑色発光する発光層を作製する場合には、上記発光 ドーパントとし

て緑色発光 ド一パントを用いる。緑色発光 ド一パントとしては、例えば、下

記に化学構造式を示 している （2 —フエ二ルビリジン）イリジウム （以下



、 I r ( p p y ) 3 ) 等 の緑色燐光発光 ド一パ ン トが挙 げ られる。 当該緑色発

光 ド一パ ン トとホス 卜材料 とを共蒸着することによって緑色発光層が得 られ

る。緑色発光層は、例 えば、厚 さ 2 0 n m程度 にすることがで きるが、必ず

しもこれに限定されるわけではない。

[01 18] [ 化 3 ]

[01 19] また、青色発光する発光層 を作製する場合 には、上記発光 ドーパ ン トと し

て青色発光 ド一パ ン トを用いる。青色発光 ド一パ ン トと しては、例 えば、 ィ

リジゥ厶 （Π Ι ) ビス [ ( 4 ， 6 —ジフルオ ロフェニル） 一ピリジネ一 卜一 N

， C 2 ] ピコ リネ一 卜 （以下、 F I r p i c ) 等 の青色燐光発光 ド一パ ン

卜が挙 げ られる。 当該青色発光 ド一パ ン トとホス 卜材料 とを共蒸着すること

によって青色発光層が得 られる。青色発光層は、例 えば、厚 さ 3 0 n m程度

にすることがで きるが、必ず しもこれに限定されるわけではない。

[01 20] [ 化4]

[01 2 1 ] 上述 したように、有機 E L 層 1 3 には、正孔注入層、正孔輸送層、電子阻

止層、電子注入層、電子輸送層、 および正孔阻止層 を設 けることがで きる。

[01 22] 正孔注入層は、陽極 か ら受け取 った正孔 を効率良 く発光層へ注入する機能

を有する。正孔注入性材料 と しては、例 えば、下記 に化学構造式を示 してい



るスターバ一ストアミンの4，4 ' ，4 ' ' —卜リス （N—3—メチルフエ
ニル_ N—フエニルァミノ）卜リフエニルァミン （以下、m_ MTDAT
A) 等が挙げられる。当該正孔注入層は、例えば、厚さ3 0 nm程度にする
ことができるが、必ずしもこれに限定されるわけではない。

[01 23] [化5]

m-MT DATA

[01 24] 正孔輸送層は、陽極から受け取った正孔を効率良く発光層へ輸送する機能
を有する。正孔輸送性材料としては、例えば、下記に化学構造式を示してい
る4，4 ' ，4 ' ' —トリ（N—カルバゾリル）卜リフエニルァミン （以

下、TCTA) 等の芳香族第三級ァミン化合物が挙げられる。当該正孔輸送
層は、例えば、厚さ10 nm程度にすることができるが、必ずしもこれに限
定されるわけではない。

[01 25] [化6]

TCTA



[01 26] 電子阻止層は、陽極側 に電子が移動するのをプロックする機能 を有する。

電子阻止性材料 と しては、例 えば、下記 に化学構造式を示 している 4 ， 4 '

— ビス一 [ N ， N ' - ( 3 — トリル）ァミノ一 3 ， 3 ' —ジメチル ビフエ二

ル （以下、 H M T P D ) 等が挙 げ られる。 当該電子阻止層は、例 えば、厚

さ 1 0 n m程度 にすることがで きるが、必ず しもこれに限定されるわけでは

ない。

[01 27] [ 化 7]

[01 28] 電子注入層は、陰極 か ら受け取 った電子を効率良 く発光層へ注入する機能

を有する。電子注入性材料 と しては、例 えば、 フッ化 リチウム （L ί F ) 等

が挙 げ られる。 当該電子注入層は、例 えば、厚 さ 1 n m程度 にすることがで

きるが、必ず しもこれに限定されるわけではない。なお、電子注入層 と して

L i F を用いる場合 には、陰極 と しては、マグネシウム と銀 とを 1 対 9 の割

合で共蒸着 したものを用いるのが好 ま しい。

[01 29] 電子輸送層は、陰極 か ら受け取 った電子を効率良 く発光層へ輸送する機能

を有する。電子輸送性材料 と しては、例 えば、下記 に化学構造式を示 してい

る 卜リス （8 — ヒ ドロキシキノ リン）アル ミニウム （以下、 A I q 3 ) 、 ま

たは、下記 に化学構造式を示 している 3 _ フエニル _ 4 ( ' —ナ フチル）

5 _ フエニル _ 1 ， 2 ， 4 _ 卜リアゾ一ル （以下、 T A Z ) 等が挙 げ られ

る。 当該電子輸送層は、例 えば、厚 さ 3 0 n m程度 にすることがで きるが、

必ず しもこれに限定されるわけではない。



[ 化 8 ]

[01 3 1 ] [ 化 9]

[01 32] 正孔阻止層は、陰極側 に正孔が移動するのをプロックする機能 を有する。

正孔阻止性材料 と しては、例 えば、下記 に化学構造式を示 している 2 ， 9 -

ジメチル _ 4 ， 7 —ジフエニル _ 1 ， 1 0 — フエナ ン ト口 リン （以下、 B

C P ) 等が挙 げ られる。 当該正孔阻止層は、例 えば、厚 さ 1 O n m 程度 にす

ることがで きるが、必ず しもこれに限定されるわけではない。

[01 33] [ 化 10 ]

[01 34] なお、電子阻止層および正孔阻止層 を設 ける場合 には、両阻止層の うち何

れか一方は蒸着重合法 によって形成することが好 ま しい。 これによれば、蒸

着重合法 という簡易な方法 によって、安定 した電子阻止層、 および正孔阻止

層 を形成することがで きる。

[01 35] また、電子阻止層および正孔阻止層 を両電荷輸送性材料 によって構成する

場合 には、電子阻止層 を構成する両電荷輸送性材料は、発光層 を構成する両



電荷輸送性材料の最低空軌道 よ りも高い最低空軌道 を有 しているという第一

条件、 および正孔阻止層 を構成する両電荷輸送性材料は、発光層 を構成する

両電荷輸送性材料の最高被 占軌道 よ りも低 い最高被 占軌道 を有 しているとい

う第二条件の うち、少な くとも何れかの条件 を満た していることがよ り好 ま

しい。 これによれば、両電荷輸送材料 によって構成 されている発光層 を挟ん

で、電子の移動 を阻止する電子阻止層 と、正孔の移動 を阻止する正孔阻止層

とが設 けている。 そのため、陽極 か ら伝搬 された正孔 と、陰極 か ら伝搬 され

た電子 とが、発光層内に閉 じ込め られるので、発光層 において正孔および電

子が再結合する確率が高 まり、有機 E L 素子 2 0 の駆動電圧 を低下すること

がで きる。

[01 36] また、発光層 において正孔および電子が再結合する確率が上がるので、 内

部量子収率 は向上 し、発光効率 を向上 させることがで きる。 しか し、必ず し

も電子阻止層 と正孔阻止層 との双方 を具備する必要はな く、何れか一方 を有

しているだけでも、正孔および電子の再結合確率 を十分 に高めることがで き

る。従 って、高輝度、高効率 および長寿命 を実現する有機 E L 素子 2 0 を提

供することがで きる。

[01 37] なお、有機 E L 層 1 3 は更に電荷発生層 を含んでいても良 く、 この場合 に

は、例 えば、正孔輸送層、発光層、電荷発生層、正孔輸送層、発光層、 およ

び電子輸送層が、 この順 に積層 されて有機 E L 層 1 3 が形成 される。つまり

、発光層 を複数備 えた有機 E L 素子 2 0 を形成することがで きる。電荷発生

層が隣 り合 う発光層の間に等電位面 を形成することによ り、駆動電圧は高 く

なる一方で流れる電流が小さ くな り、優れた発光寿命 を得 ることがで きる。

電荷発生層の材料 と しては、例 えば、五酸化バナジウム （V 2 0 5 ) 等 が挙 げ

られる。 当該電荷発生層は、例 えば、厚 さ 2 0 n m程度 にすることがで きる

が、必ず しもこれに限定されるわけではない。

[01 38] (有機 E L 素子 2 0 の配置）

本実施形態で用いる照明パネル 1 0 は、 白色発光する有機 E L 素子 2 0 か

らなることを基本 とする。ただ し、有機 E L 照明装置 1 に調光性 および調色



性 を持たせるために、互いに異なる波長の光を発する複数種類の有機 E L 素

子 2 0 を用いても良い。

[01 39] ここで、それぞれの有機 E L 素子 2 0 は、互いに同一の形状であっても良

い し、互いに異なる形状であっても良い。例えば、異なる波長の光を発する

有機 E L 素子 2 0 か ら構成 される照明パネル 1 0 の場合、発光色 ごとに有機

E L 素子 2 0 の長さまたは幅を異な らせても良い。 この場合には、各発光 ド

—パ ン 卜の発光効率等の特性 を考慮 して、任意の幅に設計することにより、

消費電力、発光輝度および発光寿命の点で優れた有機 E L 照明装置 1 が実現

できる。

[0140] 例 えば、互いに異なる波長の光を発する 3 種類の有機 E L 素子 2 0 を用い

る場合には、赤色発光有機 E L 素子 （R ) 、緑色発光有機 E L 素子 （G ) 、

および青色発光有機 E L 素子 （B ) の有機 E L 素子 2 0 を用いることができ

る。 R G B の有機 E L 素子 2 0 を 1 セ ッ トと して、図 6 に示すように、当該

セ ッ トが第一基板 1 7 上に繰 り返 し配列された レイアウ トに しても良い。図

6 は、有機 E L 素子 2 0 の一配置例 を示す図である。本図では、有機 E L 素

子 2 0 の レイァゥ 卜をより分か りやす くするために、図を簡略化 している。

[0141 ] また、例えば、互いに異なる波長の光を発する 2 種類の有機 E L 素子 2 0

を用いる場合には、橙色発光有機 E L 素子 と青色発光有機 E L 素子 との有機

E L 素子 2 0 を用いることができる。 ここで、 1 つの有機 E L 素子で複数色

の光を発するために、マスクパターニング等の方法で 1 つの有機 E L 素子 2

0 を複数色に塗 り分けても良い。 これによれば、 1 つの有機 E L 素子 2 0 で

有機 E L 照明装置 1 に調光性および調色性 を持たせることができる。

[0142] 照明パネル 1 0 に複数色の有機 E L 素子 2 0 を配する場合には、各発光色

の有機 E L 素子 2 0 を平行に並べる以外に、その他の レイァゥ 卜に配置 して

も良い。例えば、 3 種類 （R G B ) の有機 E L 素子 2 0 を用いる場合には、

R G B の有機 E L 素子 2 0 を 1 セ ッ トと し、各セ ッ 卜において R G B の有機

E L 素子 2 0 を L 字型に配置 しても良い し、放射状 に配置 しても良い。

[0143] 以上では、各有機 E L 素子 2 0 を並置する構成 を示 したが、必ず しもこれ



に限定されるわけではなく、例えば、各色の発光層が積層されたタンデム構

造の有機 E L 素子 2 0 であっても良い。

[0144] なお、有機 E L 素子 2 0 では、支持基板 1 1 が第一基板 1 7 に接するよう

に配置されていても良いし、支持基板 1 1 とは反対側の第二電極 1 4 が第一

基板 1 7 に接するように配置されていても良い。なお、有機 E L 素子 2 0 の

第二電極 1 4 が第一基板 1 7 に接するように配置されている場合には、第二

電極 1 4 が下部電極となり、第一電極 1 2 が上部電極となる。そのため、第

一基板 1 7 上の導電配線 9 と有機 E L 素子 2 0 とを絶縁するための絶縁膜を

設ける場合には、当該絶縁膜を第二電極 1 4 と第一基板 1 7 との間に設ける

。また、有機 E L 素子 2 0 が保護層 1 5 を有 している場合には、当該保護層

5 を絶縁膜として採用 しても良いが、必ず しもこれに限定されるわけでは

なく、保護層 1 5 と第一基板 1 7 との間に絶縁膜を別途設けても良い。

[0145] (有機 E L 素子 2 0 の他の配置例）

以上では、第一基板 1 7 に有機 E L 素子 2 0 が配された構成を説明 したが

、特にこれに限定されず、例えば、第一基板 1 7 および第二基板 1 8 の両方

に有機 E L 素子 2 0 が配置されていても良い。また、支持基板 1 1 と第一基

板 1 7 とが接するように有機 E L 素子 2 0 が配されている構成を示 したが、

特にこれに限定されず、第二電極 1 4 側が第一基板 1 7 または第二基板 1 8

に接するような構成でも良い。これについて、図 7 〜図 9 を参照 して説明す

る。図 7 は、第一基板 1 7 にボ トムェミッシ ョン型の有機 E L 素子 2 0 を配

し、第二基板 1 8 に トップェミッシ ョン型の有機 E L 素子 2 0 を配 した有機

E L 照明装置 1 の断面を示す図である。図 8 は、第一基板 1 7 および第二基

板 1 8 にボ トムエミッション型の有機 E L 素子 2 0 を配 した有機 E L 照明装

置 1 の断面を示す図である。図 9 は、第一基板 1 7 に トップェミッシ ョン型

の有機 E L 素子 2 0 を配 した有機 E L 照明装置 1 の断面を示す図である。以

上の図では、図を簡略化するために保護層 1 5 を図示 していない。

[0146] 例えば、図 7 に示すように、ボ トムェミッション型の有機 E L 素子 2 0 の

支持基板 1 1 が第一基板 1 7 に接するように配置 し、 トツプェミッシ ョン型



の有機 E L 素子 2 0 の支持基板 1 1 が第二基板 1 8 に接するように配置 して

も良い。このとき、第一基板 1 7 には透明性を有する材料を用い、第二基板

8 には光反射性を有する材料を用いる。これによつて、第一基板 1 7 に配

された有機 E L 素子 2 0 からの光は第一基板 1 7 側から放出され、第二基板

1 8 に配された有機 E L 素子 2 0 からの光も第一基板 1 7 側から放出される

ことになる。また、第一基板 1 7 における有機 E L 素子 2 0 の配置位置と、

第二基板 1 8 における有機 E L 素子 2 0 の配置位置とが重なり合わないよう

にすることが好ましい。これによれば、有機 E L 照明装置 1 の実質的な発光

面積を増やすことができる。なお、図 8 に示すように、第二基板 1 8 には、

ボ トムエミッション型の有機 E L 素子 2 0 の第二電極 1 4 が接するように配

置されていても良い。これによれば、第二基板 1 8 に配された有機 E L 素子

2 0 からの光は第一基板 1 7 側から放出される。

[0147] また、以上では、第一基板 1 7 には、有機 E L 素子 2 0 の光出射面が第一

基板 1 7 側に面するように配置されているが、例えば、図 9 に示すように、

光出射面が第二基板 1 8 側に面するように配置 しても良い。すなわち、 トツ

プェミツション型の有機 E L 素子 2 0 の支持基板 1 1 が第一基板 1 7 に接す

るように配置 しても良い。この場合、有機 E L 素子 2 0 から放出された光は

、光反射性を有する第二基板 1 8 によって反射され、その反射光が第一基板

7 側から放出されることになる。つまり、有機 E L 照明装置 1 を間接照明

装置にすることができる。なお、第一基板 1 7 には、ボ トムェミッション型

の有機 E L 素子 2 0 の第二電極 1 4 が接するように配置 しても良い。

[0148] 更には、図 1 0 に示すように、第一基板 1 7 および第二基板 1 8 の双方を

透明性の材料で構成 し、第一基板 1 7 側および第二基板 1 8 側の双方から有

機 E L 素子 2 0 の光が放出されるようにしても良い。これによれば、両面発

光性の有機 E L 照明装置 1 が得 られる。この際、第一基板 1 7 および第二基

板 1 8 には、ボ トムェミッション型の有機 E L 素子 2 0 を配 しているが、特

にこれに限定されるわけではない。

[0149] 以上では、第一基板 1 7 および第二基板 1 8 を対向するように配置 した構



成 を示 したが、必ず しもこれに限定されるわけではない。例 えば、 3 枚以上

の基板 によって、柱状、直方体状、 または球体状等 に構成 された空間内に有

機 E L 素子 2 0 が封止された構成でも良い。

[01 50] (有機 E L 素子 2 0 の製造方法）

以下では、本実施形態 に係 る有機 E L 照明装置 1 の製造方法 について説明

する。 まず、有機 E L 素子 2 0 の製造方法 について、図 1 1 を参照 して説明

する。図 1 1 の （a ) は、支持基板 1 1 を用意する工程 を示す図である。図

1 1 の （b ) は、第一電極 1 2 を形成する工程 を示す図である。図 1 1 の （

c ) は、有機 E L 層 1 3 を形成する工程 を示す図である。図 1 1 の （d ) は

、第二電極 1 4 を形成する工程 を示す図である。図 1 1 の （e ) は、保護層

5 を形成する工程 を示す図である。図 1 1 の （f ) は、有機 E L 素子 2 0

を切 り取 る工程 を示す図である。以下では、有機 E L 素子 2 0 の製造方法 に

ついて、具体例 を用いて説明するが、必ず しもこれに限定されるわけではな

い。

[01 5 1 ] まず、図 1 1 の （a ) に示すように、支持基板 1 1 となる P E T フ イル ム

等の フ イル ム テープ 1 を用意 し、 当該 フ イル ム テープ 1 上 に第一電

極 1 2 、有機 E L 層 1 3 、 および第二電極 1 4 等 を順 に形成 してい く。 この

際、 フ イル ム テープ 1 上 に、 複数の第一電極 1 2 を形成 し、各第一電極

1 2 上 に有機 E L 層 1 3 および第二電極 1 4 等 を積層 して形成 してい く。有

機 E L 素子 2 0 の製造は、例 えば、 ドライエア一下のグロ一プボ ックス等、

水分濃度が低 い環境で行 うことが好 ま しい。

[01 52] 次 に、図 1 1 の （b ) に示すように、 スパ ッタ法 を用いて I T O 膜 （例 え

ば、厚 さ 1 5 0 n m ) を成膜 し、 I T 0 膜 の一部 を レーザ一アブ レ一シ ヨン

によってエ ッチ ング して第一電極 1 2 を形成する。 そ して、第一電極 1 2 の

表面 を超音波洗浄および U V —オ ゾン洗浄 によって洗浄する。超音波洗浄で

は、例 えば、 アセ トン、 またはイソプロピル アル コール （I P A ) を洗浄液

と して 1 0 分間程度の洗浄 を行 う。 また、 U V —オ ゾン洗浄では、例 えば、

U V —オ ゾン洗浄機 を用いて 3 0 分間程度の洗浄 を行 う。なお、支持基板 1



1 ( フ イル ム テ ープ 1 ) を金属板等で形成する場合 には、金属板表面 に

プラズマ C V D 処理等 を施 し、絶縁処理 を行 う。

[01 53] 続 いて、図 1 1 の （c ) に示すように、真空蒸着法 によって有機 E L 層 1

3 を第一電極 1 2 上 に形成する。具体的には、第一電極 1 2 上 に、正孔注入

層 と してスターバ一ス トアミンの m —M T D A T A (例 えば、厚 さ 3 0 n m

) を成膜する。 また、正孔注入層上 には、正孔輸送層 （電子阻止層） と して

T C T A (例 えば、厚 さ 1 O n m ) を成膜する。なお、膜厚 は水晶振動子に

よって測定することが好 ま しい。

[01 54] 次 に、正孔輸送層上 に、発光層 と して緑色発光層、青色発光層、 および赤

色発光層の順 に積層する。 これ らの発光層は、 2 成分の共蒸着 によって達成

で きる。緑色発光層は、例 えば、 C B P (ホス ト材料）、 および I r ( p p

y ) 3 (緑色発光 ド一パ ン ト）を、 それぞれの蒸着速度比が 0 . 9 2 : 0 . 0

8 となるように制御 して共蒸着する。例 えば、膜厚 は 5 n m である。

[01 55] また、青色発光層は、例 えば、 C B P (ホス ト材料）、 および F I r p i

c (青色発光 ド一パ ン ト）を、 それぞれの蒸着速度比が 0 . 9 2 : 0 . 0 8

となるように制御 して共蒸着する。例 えば、膜厚 は 3 0 n m である。

[01 56] 同様 に、赤色発光層は、例 えば、赤色発光層の形成 は、例 えば、 C B P (

ホス 卜材料）、 および （p i q ) 2 l r ( a c a c ) (赤色発光 ド一パ ン 卜）

を、 それぞれの蒸着速度比が 0 . 9 2 : 0 . 0 8 となるように制御 して共蒸

着する。例 えば、膜厚 は 5 n m である。

[01 57] 続 いて、発光層上 に、正孔阻止層 と して B C P (例 えば、厚 さ 1 O n m )

を成膜 し、電子輸送層 と して A l q ( 3 O n m ) を成膜する。 そ して、電子

輸送層上 に、電子注入層 と して L i F ( 0 . 5 n m ) を成膜する。

[01 58] 次 に、図 1 1 の （d ) に示すように、電子注入層上 に、真空蒸着法 によつ

てアル ミニウム膜 （例 えば、厚 さ 1 O O n m ) を成膜 して第二電極 1 4 を形

成する。 その後、図 1 1 の （e ) に示すように、第二電極 1 4 上 に、保護層

1 5 と して S ί 0 N 膜 （例 えば、厚 さ 1 0 0 n m ) を成膜する。なお、以上

の有機 E L 層 1 3 は、 当該有機 E L 層 1 3 を構成する材料の少な くとも 1 種



類の材料 を真空条件下で蒸着するの と同時、あるいは蒸着 した後 に、熱処理

または紫外線照射することが好 ま しい。 これによれば、熱処理 または紫外線

照射 によって、基板が加熱 され、反応が促進 し、 （1 ) 蒸着重合 を完遂 させ

ることがで き、なおかつ （2 ) 重合度 をコン トロールすることがで きる。 さ

らに、熱処理 によって、蒸着膜 内の分子配向を制御することもで きる。 また

、紫外線照射 した場合 には、紫外線照射 した後 に、熱処理 を行 うことがよ り

好 ま しい。 これによれば、紫外線照射 によって基板が加熱 され、反応が促進

し、 （1 ) 蒸着重合 を完遂 させることがで き、なおかつ （2 ) 重合度 をコン

トロールすることがで きる。 そ して、熱処理 をその後 に行 うことによって、

蒸着膜 内の分子配向を制御することがで きる。 さ らに、紫外線照射時に、マ

スクを用いてパ ター ンを転写 し、紫外線照射後 に硬化 していない部分 を除去

すれば、パ ター ン形成 を行 うことも可能である。

[01 59] 最後 に、図 1 1 の （f ) に示すように、 フイルムテープ 1 を所定の長

さに分断 して、有機 E L 素子 2 0 を 1 つ 1 つ切 り分 ける。

[01 60] 複数色の有機 E L 素子 2 0 を用いる場合 には、発光領域か ら有機 E L 素子

0 の端部 までのマ 一 ジンの長 さを不均一にすることによ り、各有機 E L 素

子 2 0 を長軸方向にず らして配設 した場合でも、各発光領域の位置 を長軸方

向に揃 えることがで きる。

[01 6 1 ] (有機 E L 照明装置 1 の製造方法）

上述 したように、本実施形態では、 フ イル ム テープ 1 上 に複数の第一

電極 1 2 を形成 し、各第一電極 1 2 上 に有機 E L 層 1 3 および第二電極 1 4

等 を順 に積層 して形成 している。有機 E L 層 1 3 および第二電極 1 4 等の形

成 は、 口一ルツゥロ一ル蒸着装置 （リ一ルツゥ リ一ル蒸着装置）を用いてい

る。 これについて、図 1 2 を参照 して説明する。図 1 2 の （a ) は、本実施

形態 に係 る有機 E L 素子 2 0 を形成する口一ルツゥ口ール蒸着装置 を示す概

略図である。図 1 2 の （b ) は、第一基板 1 7 上 に有機 E L 素子 2 0 を配置

した状態 を示す図である。図 1 2 の （c ) は、第一基板 1 7 を覆 うように し

て第二基板 1 8 を配置 し照明パネル 1 0 を作製する工程 を示す図である。図



1 2 の （d ) は、ヘ ッ ドボ ックス 2 とボ トム レール 4 との間に、複数の照明

パネル 1 0 が配置 された状態 を示す図である。

[01 62] 複数 の第一電極 1 2 が形成 された フ イル ム テープ 1 を、図 1 2 の （a

) に示すように、 口一ルツゥロ一ル蒸着装置 に設置する。 当該 口一ルツゥロ

—ル蒸着装置は、 フイルムテープ 1 を巻 き掛 けるための 2 つの ロール 2

2 と、有機 E L 層 1 3 および第二電極 1 4 等 を形成する複数の形成部 2 3 を

備 えている。

[01 63] 例 えば、 1 m / s e c の定速で フ イル ム テ ープ 1 が各形成部 2 3 を通

過するように送 り出す。 これによつて、 フ イル ム テープ 1 が各形成部 2

3 を通過する際に、 当該形成部 2 3 によって第一電極 1 2 上 に有機 E L 層 1

3 および第二電極 1 4 等が順 に蒸着 され、最終的には、 フ イル ム テープ 1 1

， 上 に第一電極 1 2 、有機 E L 層 1 3 、 および第二電極 1 4 が積層 されたも

のが複数形成 される。

[01 64] 第一電極 1 2 、有機 E L 層 1 3 、 および第二電極 1 4 が積層 された フ ィル

厶 テ ープ 1 をロール 2 2 に巻 き取 った後、 ロール 2 2 に巻 き取 られた フ

イルムテープ 1 を所定の長 さに分断する。 このように して、複数の有機

E L 素子 2 0 を作製することがで きる。 ここで、公知の検査方法 によって、

作製 した有機 E L 素子 2 0 の検査 を行い、不良品を取 り除 くことが好 ま しい

[01 65] 次 に、図 1 2 の （b ) に示すように、第一基板 1 7 上 に、作製 した有機 E

L 素子 2 0 を配置 して、有機 E L パ ネル 1 0 ' を形成する。 この 際、第一基

板 1 7 上 には、マスクを用いた真空蒸着法、 スパ ッタ法、 フ ォ トリソグラフ

ィ技術等の方法 を用いて、予め導電配線 9 を形成 してお く。 そ して、例 えば

、無鉛ハ ンダ等 によって形成 した接続配線 8 を介 して、第一基板 1 7 上 に配

置 した有機 E L 素子 2 0 を導電配線 9 と接続する。

[01 66] 続 いて、図 1 2 の （c ) に示すように、有機 E L 素子 2 0 を配置 した第一

基板 1 7 を覆 うように して、第二基板 1 8 を第一基板 1 7 上 に固定する。な

お、第二基板 1 8 の固定には、例 えば、 U V 硬化樹脂 を用いることがで きる



。 当該 U V 硬化樹脂 と して、例 えば、 ス リ一ボ ン ド社製の 3 O Y — 3 3 2 等

のェポキシ樹脂等が適用で きる。

[01 67] 最後 に、図 1 2 の （d ) に示すように、ヘ ッ ドボ ックス 2 とボ トム レール

4 との間に、複数の照明パネル 1 0 を配置する。具体的には、へ ッ ドボ ック

ス 2 か ら伸びたラダ一コ一 ド6 の上記第 2 の コ一 ド上 に照明パネル 1 0 を載

せ、 当該 ラダ一コー ド6 に接続 された分岐配線 5 と導電配線 9 とを接続配線

8 (図 4 ) を介 して接続する。 その後、昇降 コー ド3 を照明パネル短辺近傍

に配する。 このように して、有機 E L 照明装置 1 を作製することがで きる。

[01 68] なお、上述 したように、本実施形態 においては口一ルツゥロ一ル蒸着装置

を用いて有機 E L 素子 2 0 を作製することが好 ま しい。 これは、 口一ルツゥ

ロール蒸着装置では、装置が大型化せず、かつ材料の利用効率が優れている

ためである。 しか しなが ら、特 にこれに限定されるわけではな く、他の装置

を用いて有機 E L 素子 2 0 を作製 しても良い。

[01 69] (本実施の形態の作用効果）

以上のように、本実施形態 における有機 E L 照明装置 1 は、 ラダ一コー ド

6 が導電性 を有 してお り、照明パネル 1 0 に設 け られた有機 E L 素子の電極

に対 して電圧 も しくは電流 を供給することがで きるように構成 されている。

従来では、各照明パネル を支えるラダ一コー ドと、各照明パネル に電圧 を印

加する配線 コー ドとが別 々に設 け られていた。 そのため、 これによ り、照明

装置 を構成する配線が照明パネルの発光面か らみて、正面及び側面等 に配 さ

れ、照明光 を遮断するという、 ネガテ ィブな効果 をも生み出 していた。 しか

しなが ら、本実施形態 に係 る有機 E L 照明装置 1 では、複数の照明パネル を

支えて これ らの傾 きを変えるためのラダ一コ一 ドが、各照明パネル に電力を

供給する配線機能 を具備 している。 これによつて、 ラダ一コー ドと、各照明

パネル に電圧 を印加する配線 コ一 ドとを別 々に構成する従来のものに比べて

、構成 を簡略化することがで きる。 また、配線 コー ドを別途設 けることによ

る照明パネルの発光の遮断がな く、照明装置 を設置 した部屋の照度 を効率良

く高めることが出来 る。



[01 70] また、本発明の構成 によれば、 ラダ一コー ド6 が、複数の照明パネル 1 0

における長軸方向に沿 った端部 に在 って、且つ、 当該長軸方向に沿 って所定

の間隔を有 して複数設 け られている。 そのため、 ラダ一コー ド6 (配線） と

照明パネル 1 0 の電極 との間の距離 を比較的短 く構成することがで きる。 ラ

ダ一コー ド （配線） と照明パネルの電極 との間の距離が離れていると電圧降

下現象が発生 して しまう。 しか し、本構成 によれば、 ラダ一コー ド （配線）

と照明パネル 1 0 の電極 との間の距離 を比較的短 く構成することによって、

そのような現象 を回避することがで きる。 したが って、発光斑の無い、良好

な照明を実現することがで きる。

[01 7 1 ] また、上記の効果 と共 に、小型の有機 E L 素子を複数搭載 した照明パネル

を複数配置することによって、大面積の集積型照明装置が実現 され、製造 コ

ス トも低 く抑 えることがで きる。

[01 72] なお、本実施形態では、 ラダ一コー ド6 が、二本一組の第 1 の コー ドと、

この 2 本の第 1 の コ一 ドを橋渡 しする第 2 の コ一 ドと、分岐配線 5 とを備 え

た構成 について説明 したが、本発明はこれに限定されるものではな く、 当該

第 2 の コー ドを設 けず、分岐配線 5 が照明パネル 1 0 に電気的に接続 されて

いるとともに、照明パネル 1 0 に物理的にも接続 されていて照明パネル 1 0

を支持するように構成 されていてもよい。

[01 73] (代替形態 1 )

以上で説明 した本実施形態では、照明パネル 1 0 (第一基板 1 7 および第

二基板 1 8 ) には空孔が一切設 け られていない。 しか しなが ら、必ず しもこ

れに限定されるわけではな く、照明パネル 1 0 (第一基板 1 7 および第二基

板 1 8 ) に複数の空孔が設 け られてお り、 当該空孔内を昇降 コー ド3 が通 る

ように構成 されていてもよい。図 1 3 は、 この形態 について示 した図である

[01 74] この形態では、図 1 3 に示すように、照明パネル 1 0 (第一基板 1 7 およ

び第二基板 1 8 ) の長軸方向の両端付近 に、空孔 （ガイ ド部） 1 6 が設 け ら

れてお り、 1 本の昇降 コ一 ド3 が各照明パネル 1 0 の一方側の空孔 1 6 を通



つてお り、別の 1 本の昇降 コ一 ド3 が各照明パネル 1 0 の他方側の空孔 1 6

を通 っている。昇降 コー ド3 は空孔 1 6 内を通 っているだけで、照明パネル

1 0 と昇降 コー ド3 とが互いを固定 しているわけではない。 しか しなが ら、

それぞれの位置関係が定 まるため、安定 した巻 き取 りが可能 となる。

[01 75] なお、 この空孔 1 6 は、昇降 コー ド3 と照明パネル 1 0 との間を固定化せ

ずに巻 き取 りを安定化する機構 と しての働 きを具備するために設 けたもので

あ り、 そのような働 きをすれば空孔 という形式に捕 らわれない。他のガイ ド

部 と しては、照明パネルの端部 に設 けた溝、切 り込み、及び、照明パネル端

部 よ り出たフック等が挙 げ られる。

[01 76] ここで、空孔、溝、 または切 り込みであれば、 その配設位置は、照明パネ

ル 1 0 の端辺 （縁）か ら内側 に 1 O m m以内の範囲内であることが好 ま しく

、 フックであれば、照明パネル 1 0 の端辺 （縁）か ら外側 に 1 O m m以内の

範囲内に設 け られていることが好 ま しい。 これによ り、照明パネル 1 0 中に

おいて有機 E L 素子 2 0 の発光部分の面積 を広 く取 ることが出来、 また、必

要な照度 を稼 ぐことが容易 となる。

[01 77] また、空孔 1 6 が設 け られている場合 には、第一基板 1 7 と第二基板 1 8

とを接続する際に、 この空孔 1 6 を位置決め部 と して用いて、第一基板 1 7

に設 けた空孔 1 6 と、第二基板 1 8 に設 けた空孔 1 6 とが一致するように し

て第一基板 1 7 と第二基板 1 8 との位置 を決めることがで きる。なお、溝、

切 り込み、 フックな どが形成 されている場合でも同様 に上下基板の該当部が

—致するよう配置 して照明パネル 1 0 を形成することがで きる。

[01 78] なお、図 1 3 では、照明パネル 1 0 の長軸方向の両端付近 に設 けた構成 と

したが、本発明はこれに限定されるものではな く、有機 E L 素子 2 0 の形成

に支障がない位置 に設 ければ良い。従 って、上記両端付近 に加えて、例 えば

、照明パネル 1 0 の中央部、すなわち、 2 つの有機 E L 素子 2 0 と有機 E L

素子 2 0 との間にも設 けても良 く、あるいは、 1 本の昇降 コー ド3 のみを設

ける構成の場合 には、 この中央部のみに空孔 を設 けて、 これに当該昇降 コ一

ド3 を通 しても良い。



[01 79] (代替形態 2 )

本実施形態 に設 け られた照明パネル 1 0 の第一基板 1 7 および第二基板 1

8 は、湾曲で きる構成 と しているが、 これに更に、第一基板 1 7 および第二

基板 1 8 の湾曲率 を適宜調整することが調整手段 を設 けた構成であ つても良

い。

[01 80] 図 1 4 は、調整手段 を設 けた態様 を説明する図であ り、図 1 4 の （a ) は

、照明パネル 1 0 を、 その短辺側か らみた図である。なお、本実施形態の構

成 に基づけば、図 1 4 の （a ) に示す 3 つの照明パネル 1 0 のそれぞれの中

心部分 に昇降 コー ド3 が配設 されているはずであるが、説明の便宜上、昇降

コー ド3 は図示 を省略する。 また、図 1 4 の （b ) は、 1 つの照明パネル と

その近傍の構成だけを抜粋 して示 したものであ り、図 1 4 の （a ) に破線で

囲みを設 けた箇所 に相 当する。

[01 8 1 ] 本形態では、照明パネル 1 0 の片面側 に、照明パネル 1 0 の長手方向に沿

つた中心軸部分 に沿 って調整手段 3 0 が配設 されている。 よ り具体的には、

照明パネル 1 0 の片面 と、照明パネル 1 0 をその短軸方向に横断するラダ一

コ一 ド6 との間に配置 されている。

[01 82] 調整手段 3 0 の、照明パネル 1 0 の上記短軸の方向に沿 った長 さは、照明

パネル 1 0 の上記短軸の長 さの 1 0 分の 1 ~ 2 分の 1 であれば、後述する仕

組みによって照明パネル 1 0 を湾曲させることがで きるため好 ま しい。 1 0

分の 1 を下回ると充分 にスラッ 卜を加圧することがで きず、 2 分の 1 を上回

ると照明パネル 1 0 の中心部分のみを加圧することがで きないため照明パネ

ル 1 0 を湾曲させることが困難 になる虞がある。

[01 83] 調整手段 3 0 は、短軸の方向に沿 って照明パネル 1 0 を横断するラダ一コ

— ド6 に固定されていれば良い。 しか しなが ら、 これに限定されるものでは

な く、照明パネル 1 0 の片面 に固定されていてもよ く、 ラダ一 コー ド6 およ

び照明パネル 1 0 の片面の両方 に固定されていてもよい。

[01 84] 以下、本実施形態の照明パネル 1 0 が、図 1 4 の （a ) のように照明パネ

ル 1 0 の表面 を水平 に した ときに、上方 に向いて光が出射 されるように構成



されているもの と して説明する。

[01 85] 図 1 4 の （a ) の状態の場合、 ラダ一コー ド6 が橈んでお り、調整手段 3

0 は照明パネル 1 0 に対 して押圧 を加えていない。

[01 86] そ こで、図 1 4 の （a ) の状態か ら、照明パネル 1 0 の上記表面角度 を変

化 させるためにラダ一コー ド6 を動かす と、例 えば図 1 4 の （b ) に示すよ

うに、照明パネル 1 0 の光出射面側が紙面右側 に向 き、紙面右側 に向けて光

を出射することがで きる。 この傾斜状態 において、調整手段 3 0 は、照明パ

ネル 1 0 における光出射面側 とは反対側 （背面側 と称する）に在 って、近接

するラダ一コー ド6 の張力を受けて、照明パネル 1 0 の背面側か ら照明パネ

ル 1 0 を光出射面側 に向けて加圧する。

[01 87] 調整手段 3 0 か ら押圧 を受けた照明パネル 1 0 は、調整手段 3 0 に対向す

る領域、すなわち照明パネル 1 0 の上記中心軸部分のみが押圧方向に向けて

突出 し、図 1 4 の （b ) に示すように湾曲 した状態 となる。 これによ り、 こ

の照明パネル 1 0 か ら出射 される光は、図 1 4 の （a ) に示すフラッ 卜な照

明パネル 1 0 か ら出射 される光 に比べて、拡散光 となる。

[01 88] このように拡散光 とすることで室内を広 く照明することがで きる。

[01 89] 調整手段 3 0 の材料 と しては、照明パネル 1 0 を加圧で きるものであれば

特 に有機 無機材料 に限定されないが、好適 にはプラスチ ック材料が好 ま し

し、。 プラスチ ック材料 と しては公知の材料 を使用で き、例 えばポ リエチ レン

ゃポ リプロピレンな どが挙 げ られる。

[01 90] なお、後述する変形例 において説明するボ トムェ ミッシ ョン型のスラッ 卜

を用いる場合 には、照明パネル 1 0 における調整手段 3 0 側 か ら光が出射 さ

れるので、 その場合 には調整手段 3 0 と して光透過性 を有する材料 を用いる

。 また調整手段 3 0 の形状 は、照明パネル 1 0 をその短軸方向に横断するラ

ダ一コー ド6 に接着 されていれば特 に限定されない。

[01 9 1 ] このように、調整手段 3 0 を備 えることによ り、可塑性 を有する照明パネ

ル 1 0 は、照明パネル 1 0 の回動 に応 じて、湾曲する。すなわち、照明パネ

ル形状 を短軸方向に沿 つて任意の曲率半径 に可逆的に変化 させることがで き



る。照明パネル を曲率半径 に可逆的に変化 させることで、照明パネル に配設

した有機 E L 素子か ら出射 される光 を拡散 させた り、集光 させた りすること

がで きる。

[01 92] 上述のように調整手段 3 0 を設 けることによって、有機 E L 照明装置 1 の

光出射面側 を凸状 に湾曲させた場合 には、有機 E L 照明装置 1 の光 を容易に

発散 させることがで き、 当該有機 E L 照明装置 1 を設置 した部屋、 または空

間を広範囲に照 らす ことが可能 とな り、一方、有機 E L 照明装置 1 の光出射

面側 を凹状 に湾曲させた場合 には、有機 E L 照明装置 1 の光 を容易に集光 さ

せることがで き、 当該有機 E L 照明装置 1 の設置位置か らほど近い、点 また

は面等 を集中的に照 らす ことが可能 となる。

[01 93] 更 に、有機 E L 照明装置 1 自体のデザインの幅が広がる。

[01 94] (代替形態 3 )

本実施形態は有機 E L 照明装置 について説明 したが、例 えば、無機 E L 照

明装置、 プラズマ照明、 または電界放 出型 ランプ （F E L ；F ί e I d E

i s s i o n L a m ) 等の照明装置であ っても良い。 また、本実施形

態では、有機 E L 照明装置 1 を照明装置 と して用いる場合 を示 したが、例 え

ば、有機薄膜太陽電池 または有機 トランジスタ （有機 F E T ) 等 と して用い

ても良い。 これ らの場合でも、各パネル に電力を供給する配線機能具備 し、

また、余計な配線 を増やさずに電力供給元の配線 を多 く短い間隔で敷設 した

ことによ り、電圧降下現象 を防 ぐことが出来、均一発光照明を提供 出来 る。

また、 当該配線 コー ドが照明パネルの発する光 を遮断することな く、照明装

置 を設置 した部屋の照度 を効率良 く高めることも出来 る。

[01 95] 本発明は上述 した実施形態 に限定されるものではな く、請求項 に示 した範

囲で種 々の変更が可能である。すなわち、請求項 に示 した範囲で適宜変更 し

た技術的手段 を組み合わせて得 られる実施形態 についても本発明の技術的範

囲に含 まれる。

実施例

[01 96] 以下、実施例 を挙 げて本発明をさ らに詳 しく説明するが、本発明はその要



旨を超えない限り、これら実施例に限定されるものではない。

[01 97] 〔実施例 1〕

長さ4 5 O m m、および幅 5 0 m mの帯状のR G B積層型白色有機 E L 素

子を採用 した有機 E L 照明装置を作製 した。

[01 98] 具体的には、本実施例 1 では、図4 に示 した第一基板 1 7 および第二基板

1 8 として、縦 1 O O O m m 横 7 0 m m、および厚さ0 . 7 m mのガラス

基板を用いた。第一基板 1 7 の表面には、水圧 6 X 1 0 - 4 P a の下で厚さ 1

0 0 n mの導電配線の形成を行った。当該第一基板 1 7 上に2 個の有機 E L

素子 2 0 を配置 し、第一基板 1 7 の導電配線 9 と有機 E L 素子 2 0 とを接続

させた。その後、第一基板 1 7 と第二基板 1 8 とを樹脂 1 9 を介 して貼 りあ

わせ、照明パネル 1 0 を作製 した。

[01 99] 作製 した 2 5 個の照明パネルを、ヘッドボックスとボ トムレールとを繋 ぐ

ラダ一コ一 ド上に載せ、各照明パネルの短辺側付近に昇降コ一 ドを配置 して

、その後ラダ一コー ドと照明パネルを接続 した。具体的には、照明パネルの

導電配線と、ラダ一コー ドに接続された分岐配線とを、無鉛ハンダによって

接続 した。このようにして有機 E L 照明装置を得た。照明パネルを傾けて垂

直になる （有機 E L 照明装置が全開になる）ようにすると、上下に並ぶ 2 つ

の照明パネルは 1 O m m重なる。そのため、得 られた有機 E L 照明装置の高

さは、 1 5 1 0 m m (幅 6 0 m m X 2 5 枚 + 端の重ならない部分 1 0 m m)

となる。ここで、ヘッドボックス （幅 4 0 m m) およびボ トムレール （幅 1

O m m) を考慮すると、有機 E L 照明装置の高さは、 1 5 5 O m mとなる。

[0200] 得 られた有機 E L 照明装置の色度を株式会社 卜プコン製の色彩輝度計 B M

_ 5 A を用いて測定 したところ、色度は （0 . 3 3 ， 0 . 3 3 ) であった。

また、色温度を大塚電子株式会社製の分光放射輝度計M C P D _ 7 0 0 0 に

よって測定 したところ、色温度は 5 6 0 0 K の昼白色発光であった。そして

、上記輝度計によって測定 した発光輝度は、 1 7 V 時において 5 0 0 0 0 c

d / m 2であった。また、電極近傍と電極から最も離れた箇所を含めた全体の

輝度比は、 ピーク輝度比で 3 %以内であり、良好な発光均質性が得 られた。



[0201 ] 〔実施例 2 〕

図 1 3 に示 した空孔 1 6 を照明パネル 1 0 の両短辺の端より5 m mのとこ

ろに一つずつ穿ち、その空孔 1 6 にそれぞれ昇降コー ド3 を通 したことを除

いては、実施例 1 と全 く同 じ製造方法で有機 E L 照明装置を作製 した。

[0202] これにより、照明パネルの巻き取りにおいて巻き取りコー ドとパネルの接

触が確保され、安定 した巻き取りが可能となった。

[0203] 得 られた有機 E L 照明装置を 1 0 0 0 0 回巻き上げ、巻き下ろす試験を行

つたが、有機 E L 照明パネルは昇降コー ドに絡み付 くことなく、安定 した巻

き上げ、巻き下ろしが達成された。

[0204] 〔実施例 3 〕

個々の有機 E L 素子の大きさを小さくして照明パネル内に密に配 したこと

、及び、ラダ一コー ドだけでなく昇降コー ドも配線機能を具備 したことを除

いては、実施例 1 と全 く同 じ製造方法で有機 E L 照明装置を作製 した。

[0205] 得 られた有機 E L 照明装置の色度を測定 したところ、電極近傍や、電極か

ら最も離れた箇所など発光位置に因らず、色度は （0 . 3 3 ，0 . 3 3 ) で

、色温度は 5 6 0 0 K の昼白色発光であった。また、発光輝度も発光位置に

因らず、 1 7 V 時においてほぼ 5 0 0 0 0 c d / m 2であり、全体のピーク輝

度比は 1 %であり、更に良好な発光の均質性が得 られた。

[0206] 〔実施例 4 〕

1 つの有機 E L 素子を3 色 （赤色，緑色，青色）に塗り分けた有機 E L 素

子を採用 した有機 E L 照明装置を作製 した。それ以外の構成は、実施例 1 と

同様である。作製 した有機 E L 照明装置の赤色 （R ) 、緑色 （G ) 、および

青色 （B ) のそれぞれの発光色の点灯率が 3 0 %、 2 2 %および 6 0 % とな

るようにそれぞれの導電配線に電圧を印加 した。

[0207] 実施例 1 と同様に、得 られた有機 E L 照明装置の色度および色温度を測定

した。色度は （0 . 3 1，0 . 3 3 ) であって、色温度は 6 8 0 0 K の昼光

色発光であった。

[0208] 〔実施例 5 〕



実施例 3 と同様 に、 1 つの有機 E L 素子 を 3 色 に塗 り分 けた有機 E L 素子

を採用 した有機 E L 照 明装置 を作製 した。 ただ し、作製 した有機 E L 照 明装

置の赤色 （R ) 、緑色 （G ) 、 および青色 （B ) のそれぞれの発光色の点灯

率 が 4 6 % 、 8 % および 5 0 % となるようにそれぞれの導電配線 に電圧 を

印加 した。 それ以外の構成 は、実施例 1 と同様 である。

[0209] 実施例 1 と同様 に、得 られた有機 E L 照 明装置の色度 および色温度 を測定

した。色度 は （0 . 4 0 ， 0 . 4 0 ) であ って、色温度 は 3 8 0 0 K の電球

色発光であ った。

[021 0] 〔実施例 6 〕

赤色発光有機 E L 素子、緑色発光有機 E L 素子、 および青色発光有機 E L

素子の 3 種類 の有機 E L 素子 を採用 した有機 E L 照 明装置 を作製 した。作製

した有機 E L 照 明装置の赤色発光有機 E L 素子、緑色発光有機 E L 素子、 お

よび青色発光有機 E L 素子のそれぞれの点灯率 が 3 2 % 、 0 % および 5 8

% となるようにそれぞれの導電配線 に電圧 を印加 した。 それ以外の構成 は、

実施例 1 と同様 である。

[021 1 実施例 1 と同様 に、得 られた有機 E L 照 明装置の色度 および色温度 を測定

した。色度 は （0 . 3 1 ， 0 . 3 3 ) であ って、色温度 は 6 8 0 0 K の昼光

色発光であ った。

[021 2] 〔実施例 7 〕

実施例 3 と同様 に、 1 つの有機 E L 素子 を 3 色 に塗 り分 けた有機 E L 素子

を採用 した有機 E L 照 明装置 を作製 した。 ただ し、作製 した有機 E L 照 明装

置の赤色 （R ) 、緑色 （G ) 、 および青色 （B ) のそれぞれの発光色の点灯

率 を 0 ~ 1 0 0 % の任意の値 に経時的に変化 させた。 その結果、有機 E L 照

明装置全体 と して、発光強度 および発光色共 にグラデー シ ョン変化する発光

が得 られた。

[021 3] 〔実施例 8 〕

実施例 3 と同様 に、 1 つの有機 E L 素子 を 3 色 に塗 り分 けた有機 E L 素子

を採用 した有機 E L 照 明装置 を作製 した。 ただ し、遠隔操作装置 （リモ一 卜



コ ン トロー ラ） によって、作製 した有機 E L 照 明装置の赤色 （R ) 、緑色 （

G ) 、 および青色 （B ) のそれぞれの発光色の点灯率 を制御 で きるように設

定 した。 そ して、有機 E L 照 明装置の点灯中に、各発光色の点灯率 を上記遠

隔操作装置で 0 ~ 1 0 0 % の任意の値 に設定 した。 その結果、有機 E L 照 明

装置全体 と して、発光強度 および発光色共 に所望 の値 に設定することがで き

た。

[0214] 〔比較例〕

ラダ一 コー ドに配線機能 を具備 させず、 かつ、照明パ ネルの短辺側一辺 に

のみ配線 を敷設 した ことを除いては、実施例 1 と全 く同 じ製造方法で作製 し

た有機 E L 照 明装置 を比較構成 と した。

[021 5] 得 られた比較構成 の有機 E L 照 明装置の色度 を測定 した ところ、電極近傍

や、電極 か ら最 も離れた箇所な ど発光位置 に因 らず、色度 は （0 . 3 3 ， 0

. 3 3 ) で、色温度 は 5 6 0 0 K の昼 白色発光であ った。 しか し、発光輝度

は、電極近傍 において 1 7 V 時 において 4 9 0 0 0 c d / m 2 であ ったものの

、電極 か ら離れ るほ ど暗 くな り、全体の ピー ク輝度比 は 1 5 % で、且つ、発

光斑 が見 られた。

[021 6] 以上 の各実施例 で示 したように、上記有機 E L 照 明装置 は、昇降 コー ドを

照明パ ネル 中央 よ りパ ネル外周付近 に移動 し、且つ、 ラダ一 コー ドに配線機

能 を具備 させた ことによって、余計な配線 を増や さずに電力供給元の配線 を

多 く短 い間隔で敷設することが出来、電圧降下現象 を防 ぐことが出来た。 ま

た、 当該配線 コー ドが照明パ ネルの発する光 を遮断することな く、照明装置

を設置 した部屋の照度 を効率 良 く高め ることが出来た。

[021 7] また、実施例 2 によれば、通常は照明パ ネルの中央 に在 る昇降 コー ドを通

す空孔 を端 のみ に設 けた ことによ り、発光面積 を損 な うことな く、 よ り安定

な巻 き上 げ、巻 き下 ろ しが達成 された。実施例 3 によれば、 ラダ一 コー ドだ

けでな く昇降 コー ドにも配線機能 を具備 し、 かつ、有機 E L 素子の発光面積

を微小化することによ り、発光斑 を更 に押 さえることがで きた。実施例 4 ~

6 によれば、有機 E L 照 明装置 には、 1 つの有機 E L 素子 を R G B に塗 り分



けたものを用いても、 R G B の 3 種類 の有機 E L 素子 を用いても良い。特 に

、各発光色の点灯率 を任意の値 に設定することによって、所望 の発光強度 お

よび発光色 を実現 することがで きる。

[021 8] 実施例 7 によれば、有機 E L 照明装置の各発光色の点灯率 を任意の値 に経

時的に変化 させ ることによって、様 々な発光強度 および発光色が得 られ る。

さ らに、実施例 8 のように、各発光色の点灯率 を制御 することがで きれば、

有機 E L 照明装置の各発光色の点灯率 を任意の値 に随時選択可能な構成 にす

ることがで きる。 すなわち、有機 E L 照明装置 に調光性機能 および調色性機

能 を持たせ ることがで きる。

[021 9] なお、本発明は上述 した各実施形態 に限定 され るものではない。 当業者 は

、請求項 に示 した範 囲内において、本発明をい ろい ろと変更で きる。 すなわ

ち、請求項 に示 した範 囲内において、適宜変更 された技術 的手段 を組み合わ

せれば、新 たな実施形態が得 られ る。 すなわち、発明の詳細な説明の項 にお

いてなされた具体的な実施形態 は、 あ くまでも、本発明の技術 内容 を明 らか

にするものであ って、 そのような具体例 にのみ限定 して狭義 に解釈 され るべ

きものではな く、本発明の精神 と次 に記載 する請求の範 囲内で、 い ろい ろと

変更 して実施 することがで きるものである。

[0220] (本発明の総括）

本発明に係 る照明装置 は、以上のように、

電極 が設 け られた発光素子であ つて、 当該電極 に電圧 も しくは電流が供給

され ることによって発光する発光素子 を有 し、且つ、帯状 をな している複数

の照明パ ネル と、

上記複数 の照明パ ネル を保持 し、上記複数 の照明パ ネル同士 をその長軸方

向に揃 えて平行 に配列 させた状態 において、 当該配列方向に沿 つてのびてい

る巻 き取 りコ一 ドであ って、 当該配列方向に沿 ってのびている照明パ ネル群

の配列長 を調整 することがで きるように構成 された巻 き取 りコー ドと、

上記複数 の照明パ ネル を支 えつつ、 当該照明パ ネルの表面角度 を可変 させ

る支持 コ一 ドと、



を備えた照明装置であって、

上記支持コー ドは導電性を有 し、

上記発光素子に設けられた上記電極は、上記支持コー ドの導電部分と電気

的に接続 していることを特徴としている。

[0221 ] 上記の構成によれば、複数の照明パネルは巻き取りコ一 ドによって保持さ

れている。また、当該巻き取りコー ドは、のびている長さを変えることがで

きる。巻き取りコー ドの長さが可変することによって、配列している照明パ

ネルの長さを調整することができる。

[0222] 複数の照明パネルは、支持コー ドによって支えられている。支持コー ドは

ロッドのような器具によって動かされることによって、或る方向に対する照

明パネルの表面角度を可変させることができる。この支持コ一 ドは一般的な

プラインド装置において用いられるラダ一コ一 ドに相当する。

[0223] すなわち、本発明に係る照明装置では、当該器具によって巻き取りコー ド

、及び、支持コー ドを移動させることによって、複数の照明パネルの配置位

置、及び、傾きを調整することができる。マルチロッド式の照明装置では、

当該器具として、例えば、ロッド等を適用することができる。

[0224] 特に本発明において注目すべきは、支持コー ドが発光素子の電極に対 して

電圧もしくは電流を供給することができるように構成されている点にある。

すなわち、支持コー ドと発光素子の電極とが、互いに電気的に接続されてい

る。

[0225] 従来では、各照明パネルを支える支持コー ドと、各照明パネルに電圧を印

加する配線コ一 ドとが別々に、また、照明パネルの短辺側外側に設けられて

いた。パネル末端に一か所 しか配線として設けていないことにより、電圧降

下現象が生じ、発光斑が出来てしまう恐れがある。 しかしながら、本発明の

上記構成によれば、照明パネルを支え、且つ、傾きを変える支持コー ドに、

各照明パネルに電力を供給する配線機能を付加させている。

[0226] これによつて、支持コー ドと、各照明パネルに電圧を印加する配線コー ド

とを別々に構成する従来のものに比べて、構成を簡略化することができる。



また、配線コ一 ドを別途設けることによる照明パネルの発光の遮断がなく、

照明装置を設置 した部屋の照度を効率良く高めることが出来る。

[0227] また、上記の効果と共に、小型の発光素子 （有機 E L 素子）を複数搭載 し

た照明パネルを複数配置することによって、大面積の集積型照明装置が実現

され、製造コス トも低く抑えることができる。

[0228] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記巻き取りコー ドに繋がっていて、当該巻き取りコー ドを動かして、上

記配列している照明パネルの長さを調整する器具を備え、

上記器具が、上記巻き取りコー ドを巻き取る、または繰り出すことによつ

て、上記複数の照明パネルを重ねてまとめるようにして移動させ、且つ、ま

とめた状態から互いに離すようにして移動させることができる。

[0229] 上記の構成によれば、照明装置を使用していない時には、複数の照明パネ

ルを重ねてまとめることができる。

[0230] 本発明のような、いわゆるプラインド型照明装置は、通常のウィンドウ卜

リ一 トメン卜での遮光ィンテリァのプラインドとしての機能も兼ね備えてい

る。そのため、上記の構成を採用することにより、当該プラインド型照明装

置を使用していないときには巻き上げて折りたたむことができる。

[0231 ] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記支持コー ドに繋がっていて、当該支持コー ドを動かして、上記配列し

ている照明パネルの傾きを調整する器具を有 し、

上記器具が、上記支持コー ドを巻き取る、または繰り出すことによって、

上記複数の照明パネルをまとめて傾けることができ、且つ、傾いた状態から

水平や垂直方向に戻すことができることが好ましい。

[0232] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記支持コー ドは、上記配列方向に沿ってのびており、照明パネルにおけ

る上記長軸方向に沿つた端辺において所定の間隔を有 して複数設けられてい

ることが好ましい。

[0233] 図 1 5 に示 した特許文献 1 のブラィンド型照明装置は、配線 1 0 6 がスラ



ッ卜1 0 2 の短辺側近傍に設けられている。図 1 5 のように配線 1 0 6 がス

ラッ卜1 0 2 末端に一か所 しか設けていないので、配線 1 0 6 とスラッ卜1

0 2 内の導電部材 （電極）との間の距離が長くなり電圧降下現象が生 じてし

まう。このような電圧降下現象は、発光斑を生 じる原因となる。 しかしなが

ら、本発明の上記構成によれば、支持コー ドが、複数の照明パネルにおける

長軸方向に沿った端部に在って、且つ、当該長軸方向に沿って所定の間隔を

有 して複数設けられている。そのため、支持コー ド （配線）と照明パネルの

電極との間の距離を比較的短く構成することができるため、従来のような電

圧降下現象の発生を回避することができる。 したがって、発光斑の無い、良

好な照明を実現することができる。

[0234] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記支持コ一 ドは、上記発光素子の電極と接続する分岐配線を有 しており

上記支持コ一 ドと上記分岐配線との接点は固定されていることが好ましい

[0235] 上記の構成によれば、上記支持コー ドと上記分岐配線との接点が固定され

ていることによって、支持コ一 ドから各照明パネルへの電力供給が安定化さ

れる。

[0236] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記巻き取りコー ドが、帯状の上記複数の照明パネルの長手方向の端部側

に配設されていることが好ましい。

[0237] 上記の構成によれば、例えば図 1 5 に示 した従来構成では巻き取り紐 1 0

9 がスラッ卜1 0 2 の中央部に設けられた穴を貫通 して配設されているのに

対 して、そのような穴を設ける必要が無くなる。これにより、構造上発光部

分の面積を広く取ることができ、また、必要な照度を稼 ぐことが容易となる

[0238] 更に、パネル中央に穴を設ける必要が無いため、発光素子製造プロセス （

パネル製造プロセス）が簡略化できる。



[0239] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

各上記照明パネルには、上記支持コー ドをガイ ドする支持コー ド用のガイ

ド部、および、上記巻き取りコ一 ドをガイ ドする巻き取りコ一 ド用のガイ ド

部のうちの何れか一方のガイ ド部が設けられていることが好ましい。

[0240] 上記の構成によれば、各照明パネルに形成されたガイ ド部を用いて、各照

明パネルの所望の位置にコー ドを接続することできる。

[0241 ] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記ガイ ド部は、各上記照明パネルにおける上記発光素子の形成領域の外

に設けられていることが好ましい。

[0242] 上記の構成によれば、ガイ ド部が上記発光素子の形成領域の外に設けられ

ているため、上記発光素子の製造プロセスを妨げることがなく、且つ、上記

発光が形成された位置にコー ドが配されないため上記発光素子から発する光

を妨害することがない。

[0243] 具体的には、上記ガイ ド部は、上記照明パネルの縁部から内側 1 0 m m以

内または外側 1 0 m m以内に設けられた空孔、溝、切り込み、または、フッ

クであることが好ましい。

[0244] 上記の構成によれば、各照明パネルに形成された空孔、溝、切り込み、ま

たは、フックにコー ドを通 して、当該コー ドと各照明パネルとを接続するこ

とできる。

[0245] また、上記の構成によれば、ガイ ド部が照明パネルの中央部分を除いた箇

所に形成されるので、当該中央部分において発光部分を大きく設けることが

できる、すなわち、当該中央部分にガイ ド部が設けられた場合、その分、発

光部分の領域は狭くなる。そのため、輝度および照度を高めることができる

[0246] また、上記ガイ ド部が巻き取りコー ド用である場合、当該ガイ ド部を照明

パネルの端部から 1 0 m m以内に設けることによって、照明パネルの巻き上

げ時に巻き取りコ一 ドとパネルの接触が確保され、安定した巻き上げが可能

となる。



[0247] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、可撓性の基板を備えていることが好ましい。

[0248] 上記の構成によれば、基板が可撓性を有することから、口一ルツゥロール

( o l l t o o l l ) 製法を用いて有機 E L 素子を上記発光素子と

して作製することができる。これによつて、有機 E L 素子を搭載する場合で

あっても、装置導入の初期投資、およびランニングコス ト等を低減すること

が可能である。

[0249] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

各上記照明パネルは、短軸方向に沿って湾曲していることが好ましい。

[0250] 上記の構成によれば、発光素子が発 した光を発散光 （拡散光）としたり、

集光させることができる照明装置を実現することができる。

[0251 ] また、照明パネルが湾曲している照明装置が実現されるので、本発明に係

る照明装置のデザィンの幅が広がる。

[0252] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記照明パネルは、上記発光素子の光出射面側を凸状にして湾曲している

ことが好ましい。

[0253] 上記の構成によれば、照明装置の光を容易に発散させることができ、当該

照明装置を設置 した部屋、または空間を広範囲に照らすことが可能となる。

[0254] しかしながら上記の構成に代えて、本発明に係る照明装置は、

上記照明パネルは、上記発光素子の光出射面側を凹状にして湾曲していて

もよい。

[0255] 上記の構成によれば、照明装置の光を容易に集光させることができ、当該

照明装置の設置位置からほど近い、点または面等を集中的に照らすことが可

能となる。

[0256] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記照明パネルは短軸方向に沿って湾曲可能であり、当該照明パネルの湾

曲率を調整する調整手段をさらに備えていることが好ましい。

[0257] 上記の構成によれば、照明パネルの湾曲率を適宜調整することができるた



め、照明パネルの湾曲率を、所望の値に設定することができる。従って、発

光素子が発 した光の出射面側を凸状に湾曲させたときには、容易に出射光を

発散させ、集積型照明装置を設置 した部屋、または空間を広範囲に照らすこ

とが可能となる。また、発光素子が発 した光の出射面側を凹状に湾曲させた

ときには、容易に出射光を集光させることができ、集積型照明装置の設置位

置からほど近い、点または面等を集中的に照らすことが可能となる。

[0258] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記照明パネルの短軸方向に沿って、上記発光素子が、当該発光素子の光

出射面を凸状にして湾曲していることが好ましい。

[0259] 上記の構成によれば、発光素子の光を発散させることができ、集積型照明

装置を設置 した部屋、または空間を広範囲に照らすことが可能となる。

[0260] また、上記の構成によれば、照明パネル自体が湾曲していない形状であつ

ても、発光素子を湾曲させるだけで上記 した効果を奏することができる。

[0261 ] しかしながら上記の構成に代えて、本発明に係る照明装置は、

上記照明パネルの短軸方向に沿って、上記発光素子が、当該発光素子の光

出射面を凹状にして湾曲していてもよい。

[0262] 上記の構成によれば、発光素子の光を容易に集光させることができ、集積

型照明装置の設置位置からほど近い、点または面等を集中的に照らすことが

可能となる。

[0263] また、上記の構成の場合も、照明パネル自体が湾曲していない形状であつ

ても、発光素子を湾曲させるだけで上記 した効果を奏することができる。

[0264] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記照明パネルの短軸方向に沿って上記発光素子は湾曲可能であり、当該

発光素子の湾曲率を調整する調整手段をさらに備えていることが好ましい。

[0265] 上記の構成によれば、発光素子の湾曲率を適宜調整することができるため

、発光素子の湾曲率を、所望の値に設定することができる。従って、発光素

子が発 した光の出射面側を凸状に湾曲させたときには、容易に出射光を発散

させ、照明装置を設置 した部屋、または空間を広範囲に照らすことが可能と



なる。また、発光素子が発 した光の出射面側を凹状に湾曲させたときには、

容易に出射光を集光させることができ、照明装置の設置位置からほど近い、

点または面等を集中的に照らすことが可能となる。

[0266] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記複数の照明パネル同士をその長手方向を水平に揃えて配列した構成と

することができ、

上記複数の照明パネルは、鉛直方向に移動するように構成されている。

[0267] しかしながら上記の構成に代えて、本発明に係る照明装置は、

上記複数の照明パネル同士をその長手方向を鉛直に揃えて配列した構成と

してもよく、この場合、複数の照明パネルを水平方向に移動させるように構

成されている。し、。

[0268] 上記の構成によれば、器具で巻き取りコー ドを巻き取ったり、繰り出した

りすることによって、複数の照明パネルを重ねてまとめるようにして移動さ

せ、かつまとめた状態から互いに離すようにして移動させることができる。

[0269] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、複数の発光色を有 しており、当該発光色ごとに、独立 し

て駆動することができるように構成されていることが好ましい。

[0270] 上記の構成によれば、集積型照明装置に調色性および調光性を持たせるこ

とができる。

[0271 ] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記電極は陽極および陰極であり、当該陽極および陰極のうち、光の出射

面とは反対側に位置する電極は、光反射性の材料を含んでなることが好まし

い。

[0272] 上記の構成によれば、発光素子が発 した光が非光出射面側に出射されても

、光反射性を有する電極によって反射され、光出射面側から出射される。そ

の結果、発光素子が発 した光の利用効率を高めることができる。

[0273] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記電極は陽極および陰極であり、当該陽極および陰極のうちの少なくと



も一方を透明電極とすることが好ましい。

[0274] 上記の構成によれば、発光素子が発した光は、透明電極側から出射され、

光を効率的に素子の外に取り出すことが可能となる。また、光取り出し側に

ある電極を透明電極とすることによって、マイクロキヤビティ （微小共振器

) 効果で集光させることができる。その結果、発光効率の向上、および色純

度の向上が実現され、光に指向性等を持たせることができる。

[0275] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記照明パネルは、対向する 1対の基板の間に、上記発光素子を配設した

構造となっており、

上記 1対の基板のうち、光の出射側とは反対側に位置する基板は、光反射

性の材料、または光反射性の表面を有する材料から構成されており、

上記 1対の基板の間隙部分は、光反射性の材料、または光反射性の表面を

有する材料で封じられていることが好ましい。

[0276] 上記の構成によれば、発光素子の光出射面以外の面から出射された光は、

照明パネルの壁面 （有機 E L 素子を取り囲む照明パネルの壁面）に反射する

。従って、より効果的に発光素子から漏れ出た光を取り出すことができる。

[0277] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、その光出射面側に、光拡散性を有する樹脂層を有してい

ることが好ましい。

[0278] しかしながら上記の構成に代えて、本発明に係る照明装置は、

上記発光素子が、その光出射面側に、光拡散性を有する光拡散板を有して

いてもよい。

[0279] 発光素子の一例である有機 E L 素子の場合、一般的に、発した光は広く拡

散されて出射される。そのため、通常はマイクロキヤビティ （微小共振器）

構造を採用し、光路長を調節することによって共振させ集光させている。そ

の結果、発光効率の向上、および色純度の向上が実現され、光に指向性等を

持たせることができる。

[0280] 上記の構成によれば、光出射面側に光拡散性の樹脂層を形成、または、光



拡散板を導入している。これによつて、出射光は、光拡散部分を通過 し、光

出射面から均一に拡散 して出射され、照明装置の色純度と発光効率とを向上

させると共に、広視野角化を実現することができる。

[0281 ] あるいは、本発明に係る照明装置は、上記の構成に代えて、

上記 1対の基板のうち、光出射面側の基板が、光拡散性の材料で構成され

ていてもよい。

[0282] 上記の構成によれば、光出射面側の基板を光拡散性の材料で構成 している

。これによつて、出射光は、光拡散部分を通過 し、光出射面から均一に拡散

して出射され、照明装置の色純度と発光効率とを向上させると共に、広視野

角化を実現することができる。

[0283] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、その光出射面側に、波長変換層を有 していることが好ま

しい。

[0284] 上記の構成によれば、波長変換層を用いることによって、有機 E L 素子が

発 した光を所望の波長の光へと変換することができる。

[0285] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、その光出射面側に、円偏光板を有 していることが好まし

い。

[0286] 上記の構成によれば、円偏光板によって、発光素子が発 した光を円偏光さ

せ、外光反射を抑制することができる。

[0287] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、その光出射面側に、カラ一フィルタを有 していることが

好ましい。

[0288] 上記の構成によれば、カラ一フィルタによって、発光素子が発 した光を所

望の波長の光のみを出射させることができ、なおかつ外光反射の抑止 低減

効果を得ることができる。

[0289] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、上記電極として陽極および陰極を有 している、有機 E L



素子であ り、

上記有機 E L 素子は、更に、電荷発生層を有 していることが好ま しい。

[0290] 上記の構成によれば、陽極か ら伝搬された正孔 と、陰極か ら伝搬された電

子とを、効率的に発光領域に伝播することができる。そ して、電荷発生領域

が有機 E L 層の間に形成されており隣 り合 う各発光領域の間に等電位面を形

成することにより、駆動電圧は高 くなる一方で流れる電流が小さくな り、優

れた発光寿命を得ることができる。

[0291 ] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、上記電極 として陽極および陰極 を有 している、有機 E L

素子であ り、

上記陰極は、マグネシウムと銀 とを 1 対 9 の割合で共蒸着 して形成されて

な り、

上記有機 E L 素子は、 フッ化 リチウムか らなる電子注入層を有 しているこ

とが好ま しい。

[0292] 上記の構成によれば、陰極か ら注入される電子を、効率良 く発光領域に注

入することができる。

[0293] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、上記電極 として陽極および陰極 を有 している、有機 E L

素子であ り、

上記有機 E L 素子は、発光領域を含む有機層を有 しており、当該有機層は

、両電荷輸送性材料で構成されていることが好ま しい。

[0294] 上記の構成によれば、両電荷輸送材料が、陽極か ら注入された正孔、およ

び陰極か ら注入された電子を、 （1 ) 高移動度かつ高バランスで発光領域に

まで伝播することができ、 また、 （2 ) 最高被 占準位 / 最低空準位 （H O M

0 / L U M O ) エネルギー差が十分大きく （3 e V 程度）、なおかつワイ ド

ギャップ材料であることか ら、高い発光効率を得ることができる。

[0295] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記発光素子は、上記電極 として陽極および陰極 を有 している、有機 E L



素子であり、

上記発光領域は、上記両電荷輸送性材料に発光 ドーパントをドープして形

成されており、

上記陽極および上記発光領域の間に、上記両電荷輸送性材料と電子阻止性

材料とによって形成された電子阻止領域と、

上記陰極および上記発光領域の間に、上記両電荷輸送性材料と正孔阻止性

材料とによって形成された正孔阻止領域と、

をさらに有しており、

上記電子阻止領域を構成する上記両電荷輸送性材料は、上記発光領域を構

成する両電荷輸送性材料の最低空軌道よりも高い最低空軌道を有していると

いう第一条件、および上記正孔阻止領域を構成する上記両電荷輸送性材料は

、上記発光領域を構成する両電荷輸送性材料の最高被占軌道よりも浅い最高

被占軌道を有しているという第二条件

のうち、少なくとも何れかの条件を満たしていることが好ましい。

[0296] 上記の構成によれば、両電荷輸送材料によって構成されている発光領域を

挟んで、電子の移動を阻止する電子阻止領域と、正孔の移動を阻止する正孔

阻止領域とが設けている。そのため、陽極から伝搬された正孔と、陰極から

伝搬された電子とが、発光領域内に閉じ込められるので、発光領域において

正孔および電子が再結合する確率が高まり、有機 E L 素子の駆動電圧を低下

することができる。

[0297] また、発光領域において正孔および電子が再結合する確率が上がるので、

内部量子収率は向上し、発光効率を向上させることができる。しかし、必ず

しも電子阻止領域と正孔阻止領域との双方を具備する必要はなく、何れか一

方を有しているだけでも、正孔および電子の再結合確率を十分に高めること

ができる。従って、高輝度、高効率および長寿命を実現する有機 E L 素子を

提供することができる。

[0298] また、本発明に係る照明装置は、上記の構成に加えて、

上記巻き取りコ一 ドは、上記発光素子に設けられた上記電極に対して電圧



も しくは電流 を供給 す る ことがで きるよ うに構成 され て い る ことが好 ま しい

[0299] 上記 の構成 によれ ば、 支持 コ 一 ドに加 え巻 き取 りコ 一 ドも配線機 能 を有 す

る ことにな り、 これ によ り電力供給 元 が更 に多 く確保 され る ことによ り、 電

力 の供給 が安 定化 され る。 また、 各 コー ドか ら流 れ る電圧 の低 下 による発光

斑 の発 生 を防止 され、 よ り均 一 な発光 が得 られ る。

[0300] また、 本発 明 に係 る照 明装 置 は、 上記 の構成 に加 えて、

上記巻 き取 りコ 一 ドは、 上記発光素 子 の電極 と接続 す る分 岐配線 を有 して

お り、 当該分 岐配線 の分 岐起 点 は固定 され て い る ことが好 ま しい。

[0301 ] 上記 の構成 によれ ば、 上記 の構成 によれ ば、 巻 き取 りコー ドとその分 岐配

線 との接 点 が固定 され て い る ことによ って、 コ 一 ドか ら各照 明パ ネルへ の電

力供給 が安 定化 され る。

[0302] また、 本発 明 に係 る照 明装 置 は、

上記支持 コ 一 ドと上記分 岐配線 との接 点 は可動 であ つて もよい。

[0303] 上記 の構成 によれ ば、 上記 の構成 によれ ば、 コー ドと分 岐配線 との接 点 が

可動 であ る ことによ って、複数 の照 明パ ネル を重 ね て ま とめ る際 に、 照 明パ

ネル をス ライ ドさせ る ことがで きる。

[0304] また、 本発 明 に係 る照 明装 置 の製 造方法 は、 以上 の よ うに、

電極 が設 け られ た発光素 子 であ つて、 当該 電極 に電圧 も しくは電流 が供給

され る ことによ って発光 す る発光素 子 を有 し、 且 つ、 帯状 をな して い る複数

の照 明パ ネル と、

上記複数 の照 明パ ネル を保 持 し、 上記複数 の照 明パ ネル 同士 をその長軸 方

向 に揃 えて平 行 に配 列 させ た状 態 において、 当該配 列方 向 に沿 つてのび て い

る巻 き取 りコ 一 ドであ って、 配 列 して い る照 明パ ネル の長 さを調整 す る こと

がで きるよ うに構成 され た巻 き取 りコ 一 ドと、

上記複数 の照 明パ ネル を支 えつつ、 当該照 明パ ネル の表 面角度 を可変 させ

る支持 コ一 ドと、

を備 えた照 明装 置 の製 造方法 であ つて、



上記発光素子を配設した上記照明パネルを形成する照明パネル形成工程と

上記支持コー ドが上記発光素子に設けられた上記電極に対して電圧もしく

は電流を供給することができるように、導電性を有する支持コ一 ドを準備し

、当該支持コー ドの導電部分と上記発光素子の電極とを電気的に接続する接

続工程とを含むことを特徴としている。

[0305] 上記の方法によれば、複数の照明パネルの傾きを変える支持コードに、各

照明パネルに電力を供給する配線機能を付加させている。これによつて、配

線コ一ドを別途設ける場合と比較して当該配線コ一 ドによる照明パネルの発

光の遮断を回避することができ、照明装置を設置した部屋を高い照度で照明

することができる。

[0306] また、小型の発光素子 （有機 E L 素子）を複数搭載した照明パネルを複数

配置することによって、大面積の集積型照明装置が実現され、製造コストも

低く抑えることができる。

[0307] また、本発明に係る照明装置の製造方法は、上記の構成に加えて、

上記照明パネル形成工程には、少なくとも陽極、発光領域を含む有機層、

および陰極をこの順で基板上に形成した有機ェレク ト口ルミネッセンス素子

を上記発光素子として形成する有機エレクトロルミネッセンス素子形成工程

が含まれており、

有機エレクトロルミネッセンス素子形成工程は、上記有機エレクトロリレミ

ネッセンス素子を口一ルツゥロ一ル法によつて形成することが好ましい。

[0308] 上記の方法によれば、大面積の集積型照明装置が実現され、製造コストも

低く抑えることができる。

[0309] また、本発明に係る照明装置の製造方法は、上記の構成に加えて、

上記照明パネル形成工程には、少なくとも陽極、発光領域を含む有機層、

および陰極をこの順で基板上に形成した有機ェレク ト口ルミネッセンス素子

を上記発光素子として形成する有機エレクトロルミネッセンス素子形成工程

が含まれており、



上 記 有 機 エ レク トロル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 形 成 工 程 で は、 両 電 荷 輸 送 性 材 料

に発 光 ド一 パ ン トを ド一 プ して 上 記 発 光 領 域 を形 成 し、 上 記 陽極 お よび 上 記

発 光 領 域 の 間 に、 上 記 両 電 荷 輸 送 性 材 料 と電 子 阻 止 性 材 料 と に よ って 電 子 阻

止領 域 を形 成 し、 上 記 陰極 お よび 上 記 発 光 領 域 の 間 に、 上 記 両 電 荷 輸 送 性 材

料 と正 孔 阻 止 性 材 料 と に よ って 正 孔 阻 止領 域 を形 成 し、 当該 電 子 阻 止領 域 お

よび 当該 正 孔 阻 止領 域 の うち、 少 な くと も何 れ か 一 方 を蒸 着 重 合 法 に よ って

形 成 す る こ とが 好 ま しい。

[031 0] 上 記 の 方 法 に よれ ば、 蒸 着 重 合 法 とい う簡 易 な 方 法 に よ って、 安 定 した 電

子 阻 止領 域 、 お よび 正 孔 阻 止領 域 を形 成 す る こ とが で き る。

[031 1 また、 本 発 明 に係 る照 明装 置 の製 造 方 法 は、 上 記 の構 成 に加 え て、

上 記 照 明 パ ネル 形 成 工 程 に は、 少 な くと も陽極 、 発 光 領 域 を含 む有 機 層 、

お よび 陰極 を この順 で 基 板 上 に形 成 した有 機 ェ レ ク ト口 ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子

を上 記 発 光 素 子 と して形 成 す る有 機 エ レク トロル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 形 成 工 程

が 含 まれ て お り、

上 記 有 機 エ レク トロル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 形 成 工 程 で は、 上 記 有 機 層 を構 成

す る材 料 の 少 な くと も 1 種 類 の 材 料 を真 空 条 件 下 で 蒸 着 す る の と同 時 に、 あ

る い は蒸 着 した後 に、 熱 処 理 を行 な う こ とが 好 ま しい。

[031 2 ] また、 上 記 の 方 法 に加 え て、 本 発 明 に係 る照 明装 置 の製 造 方 法 は、

上 記 照 明 パ ネル 形 成 工 程 に は、 少 な くと も陽極 、 発 光 領 域 を含 む有 機 層 、

お よび 陰極 を この順 で 基 板 上 に形 成 した有 機 ェ レ ク ト口 ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子

を上 記 発 光 素 子 と して形 成 す る有 機 エ レク トロル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 形 成 工 程

が 含 まれ て お り、

上 記 有 機 エ レク トロル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 形 成 工 程 で は、 上 記 有 機 層 を構 成

す る材 料 の 少 な くと も 1 種 類 の 材 料 を真 空 条 件 下 で 蒸 着 す る の と同 時 に、 あ

る い は蒸 着 した後 に、 紫 外 線 を照 射 す る こ とが 好 ま しい。

[031 3 ] 上 記 の 方 法 に よれ ば、 熱 処 理 また は紫 外 線 照 射 に よ って、 基 板 が 加 熱 され

、 反 応 が促 進 し、 （1 ) 蒸 着 重 合 を完 遂 させ る こ とが で き、 な お か つ （2 )

重 合 度 を コ ン トロ ー ル す る こ とが で き る。 さ らに、 熱 処 理 に よ って、 蒸 着 膜



内の分子配向を制御することもできる。

[0314] また、上記の方法に加えて、本発明に係る照明装置の製造方法は、

上記有機エレク トロル ミネ ッセ ンス素子形成工程では、上記紫外線を照射

した後に、熱処理を行うことが好ましい。

[031 5] 上記の方法によれば、紫外線照射によって基板が加熱され、反応が促進 し

、 （1 ) 蒸着重合を完遂させることができ、なおかつ （2 ) 重合度をコン ト

ロールすることができる。そ して、熱処理をその後に行うことによって、蒸

着膜内の分子配向を制御することができる。

[031 6] また、上記の方法に加えて、本発明に係る照明装置の製造方法は、

上記有機エレク トロル ミネ ッセ ンス素子形成工程では、上記紫外線を照射

する時に、マスクを用いてパターン形成することが好ましい。

[031 7] 上記の方法によれば、有機層の表面にパターンを形成する場合には、効率

的にバタ一ニングすることができる。

産業上の利用可能性

[031 8] 本発明に係る照明装置は、プライン ド型照明装置として、例えば、オフィ

ス照明、店舗照明、または施設照明等の各種照明機器として好適に用いるこ

とができる。

符号の説明

[031 9] 有機 E L 照明装置 （照明装置）

へッ ドボックス

3 昇降コー ド （巻き取 りコー ド）

4 ボ トムレール

5 分岐配線

6 ラダ一コー ド （支持コー ド）

7 ロッ ド （器具）

8 接続配線

9 導電配線

0 照明パネル



' 有機 E L パ ネル

支持基板

フ ィル 厶 テ ープ

第一電極

有機 E L 層

第二電極

保護層

空孔 （ガイ ド部）

第一基板

第二基板

樹脂

有機 E L 素子 （発光素子 )

グ リップ

口一 ル

形成部



請求の範囲

電極 が設 け られた発光素子であ って、 当該電極 に電圧 も しくは電流

が供給 されることによって発光する発光素子を有 し、且つ、帯状 をな

している複数の照明パネル と、

上記複数の照明パネル を保持 し、上記複数の照明パネル同士をその

長軸方向に揃 えて平行 に配列させた状態 において、 当該配列方向に沿

つてのびている巻 き取 りコ一 ドであ って、 当該配列方向に沿 ってのび

ている照明パネル群の配列長 を調整することがで きるように構成 され

た巻 き取 りコ一 ドと、

上記複数の照明パネル を支えつつ、 当該照明パネルの表面角度 を可

変 させる支持 コ一 ドと、

を備 えた照明装置であ って、

上記支持 コー ドは導電性 を有 し、

上記発光素子に設 け られた上記電極 は、上記支持 コー ドの導電部分

と電気的に接続 していることを特徴 とする照明装置。

上記巻 き取 りコ一 ドに繋が っていて、 当該巻 き取 りコ一 ドを動か し

て、上記配列 している照明パネルの長 さを調整する器具 を備 え、

上記器具が、上記巻 き取 りコー ドを巻 き取 る、 または繰 り出す こと

によって、上記複数の照明パネル を重ねてまとめるように して移動 さ

せ、且つ、 まとめた状態か ら互いに離すように して移動 させることを

特徴 とする請求項 1 に記載の照明装置。

上記支持 コー ドに繋が っていて、 当該支持 コー ドを動か して、上記

配列 している照明パネルの傾 きを調整する器具 を有 し、

上記器具が、上記支持 コー ドを巻 き取 る、 または繰 り出す ことによ

つて、上記複数の照明パネル をまとめて傾 けることがで き、且つ、傾

いた状態か ら水平や垂直方向に戻す ことがで きることを特徴 とする請

求項 1 に記載の照明装置。

上記支持 コー ドは、上記配列方向に沿 ってのびてお り、照明パネル



における上記長軸方向に沿 つた端辺 において所定の間隔を有 して複数

設 け られていることを特徴 とする請求項 1 か ら 3 までの何れか 1 項 に

記載の照明装置。

上記支持 コー ドは、上記発光素子の電極 と接続する分岐配線 を有 し

てお り、

上記支持 コ一 ドと上記分岐配線 との接点は固定されていることを特

徴 とする請求項 1 か ら 4 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記巻 き取 りコー ドが、帯状の上記複数の照明パネルの長手方向の

端部側 に配設 されている請求項 1 か ら 5 までの何れか 1 項 に記載の照

明装置。

各上記照明パネル には、上記支持 コー ドをガイ ドする支持 コー ド用

のガイ ド部、 および、上記巻 き取 りコー ドをガイ ドする巻 き取 りコ一

ド用のガイ ド部の うちの何れか一方のガイ ド部が設 け られていること

を特徴 とする請求項 1 か ら 6 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記 ガイ ド部 は、各上記照明パネル における上記発光素子の形成領

域の外 に設 け られていることを特徴 とする請求項 7 に記載の照明装置

[ 請求項 9 ] 上記 ガイ ド部 は、上記照明パネルの縁部か ら内側 1 O m m 以内また

は外側 1 0 m m 以内に設 け られた空孔、溝、切 り込み、 または、 フッ

クであることを特徴 とする請求項 7 または 8 に記載の照明装置。

[ 請求項 10 ] 上記発光素子は、可撓性の基板 を備 えていることを特徴 とする請求

項 1 か ら 9 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

[ 請求項 11] 各上記照明パネルは、短軸方向に沿 って湾曲 していることを特徴 と

する請求項 1 か ら 1 0 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

[ 請求項 12 ] 上記照明パネルは、上記発光素子の光出射面側 を凸状 に して湾曲 し

ていることを特徴 とする請求項 1 か ら 1 1 までの何れか 1 項 に記載の

照明装置。

[ 請求項 13 ] 上記照明パネルは、上記発光素子の光出射面側 を凹状 に して湾曲 し



ていることを特徴 とする請求項 1 か ら 1 1 までの何れか 1 項 に記載の

照明装置。

上記照明パネルは短軸方向に沿 つて湾曲可能な構成 とな ってお り、

当該照明パネルの当該湾曲率 を調整する調整手段 をさ らに備 えている

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 1 3 までの何れか 1 項 に記載の照明装

置。

上記照明パネルの短軸方向に沿 って、上記発光素子が、 当該発光素

子の光出射面 を凸状 に して湾曲 していることを特徴 とする請求項 1 か

ら 1 4 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記照明パネルの短軸方向に沿 って、上記発光素子が、 当該発光素

子の光出射面 を凹状 に して湾曲 していることを特徴 とする請求項 1 か

ら 1 4 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記照明パネルの短軸方向に沿 って上記発光素子は湾曲可能であ り

、 当該発光素子の湾曲率 を調整する調整手段 をさ らに備 えていること

を特徴 とする請求項 1 か ら 1 6 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記複数の照明パネル同士をその長手方向を水平 に揃 えて配列 して

お り、

上記複数の照明パネルは、鉛直方向に移動するように構成 されてい

ることを特徴 とする請求項 1 か ら 1 7 までの何れか 1 項 に記載の照明

装置。

上記複数の照明パネル同士をその長手方向を鉛直に揃 えて配列 して

お り、

上記複数の照明パネルは、水平方向に移動するように構成 されてい

ることを特徴 とする請求項 1 か ら 1 7 までの何れか 1 項 に記載の照明

装置。

上記発光素子は、複数の発光色 を有 してお り、 当該発光色 ごとに、

独立 して駆動することがで きるように構成 されていることを特徴 とす

る請求項 1 か ら 1 9 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。



上記電極 は陽極 および陰極 であ り、 当該陽極 および陰極 の うち、光

の出射面 とは反対側 に位置する電極 は、光反射性の材料 を含んでなる

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 2 0 までの何れか 1 項 に記載の照明装

置。

上記電極 は陽極 および陰極 であ り、 当該陽極 および陰極 の うちの少

な くとも一方は透明電極 であることを特徴 と していることを特徴 とす

る請求項 1 か ら 2 0 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記照明パネルは、対向する 1 対の基板の間に、上記発光素子を配

設 した構造 とな ってお り、

上記 1 対の基板の うち、光の出射側 とは反対側 に位置する基板 は、

光反射性の材料、 または光反射性の表面 を有する材料か ら構成 されて

お り、

上記 1 対の基板の間隙部分は、光反射性の材料、 または光反射性の

表面 を有する材料で封 じられていることを特徴 とする請求項 1 か ら 2

までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記発光素子は、 その光出射面側 に、光拡散性 を有する樹脂層 を有

していることを特徴 とする請求項 1 か ら 2 3 までの何れか 1 項 に記載

の照明装置。

上記発光素子は、 その光出射面側 に、光拡散性 を有する光拡散板 を

有 していることを特徴 とする請求項 1 か ら 2 3 までの何れか 1 項 に記

載の照明装置。

上記 1 対の基板の うち、光出射面側の基板が、光拡散性の材料で構

成 されていることを特徴 とする請求項 2 3 に記載の照明装置。

上記発光素子は、 その光出射面側 に、波長変換層 を有 していること

を特徴 とする請求項 1 か ら 2 6 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記発光素子は、 その光出射面側 に、 円偏光板 を有 していることを

特徴 とする請求項 1 か ら 2 7 までの何れか 1 項 に記載の照明装置。

上記発光素子は、 その光出射面側 に、 カラ一フィル タを有 している



ことを特徴 とする請求項 1 か ら 2 8 までの何れか 1 項 に記載の照明装

置。

[ 請求項 30] 上記発光素子は、上記電極 と して陽極 および陰極 を有 している、有

機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ り、

上記有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素子は、更に、電荷発生層 を有

していることを特徴 とする請求項 1 か ら 2 9 までの何れか 1 項 に記載

の照明装置。

[ 請求項 3 1 ] 上記発光素子は、上記電極 と して陽極 および陰極 を有 している、有

機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ り、

上記陰極 は、マグネシウム と銀 とを 1 対 9 の割合で共蒸着 して形成

されてな り、

上記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子は、 フッ化 リチウムか らな

る電子注入層 を有 していることを特徴 とする請求項 1 か ら 3 0 までの

何れか 1 項 に記載の照明装置。

[ 請求項 32] 上記発光素子は、上記電極 と して陽極 および陰極 を有 している、有

機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ り、

上記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子は、発光領域 を含む有機層

を有 してお り、 当該有機層は、両電荷輸送性材料で構成 されているこ

とを特徴 とする請求項 1 か ら 3 までの何れか 1 項 に記載の照明装置

[ 請求項 33] 上記発光素子は、上記電極 と して陽極 および陰極 を有 している、有

機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ り、

上記発光領域 は、上記両電荷輸送性材料 に発光 ドーパ ン トを ドープ

して形成 されてお り、

上記陽極 および上記発光領域の間に、上記両電荷輸送性材料 と電子

阻止性材料 とによって形成 された電子阻止領域 と、

上記陰極 および上記発光領域の間に、上記両電荷輸送性材料 と正孔

阻止性材料 とによって形成 された正孔阻止領域 と、



をさ らに有 してお り、

上記電子阻止領域 を構成する上記両電荷輸送性材料は、上記発光領

域 を構成する両電荷輸送性材料の最低空軌道 よ りも高い最低空軌道 を

有 しているという第一条件、 および上記正孔阻止領域 を構成する上記

両電荷輸送性材料は、上記発光領域 を構成する両電荷輸送性材料の最

高被 占軌道 よ りも浅い最高被 占軌道 を有 しているという第二条件

の うち、少な くとも何れかの条件 を満た していることを特徴 とする請

求項 3 2 に記載の照明装置。

[ 請求項34] 上記巻 き取 りコー ドは、上記発光素子に設 け られた上記電極 に対 し

て電圧 も しくは電流 を供給することがで きるように構成 されているこ

とを特徴 とする請求項 1 か ら3 3 までの何れか 1 項 に記載の照明装置

[ 請求項35] 上記巻 き取 りコ一 ドは、上記発光素子の電極 と接続する分岐配線 を

有 してお り、 当該分岐配線の分岐起点は固定されていることを特徴 と

する請求項 3 4 に記載の照明装置。

[ 請求項36] 上記支持 コー ドと上記分岐配線 との接点は可動であることを特徴 と

する請求項 1 または 2 に記載の照明装置。

[ 請求項37] 電極 が設 け られた発光素子であ って、 当該電源 に電圧 も しくは電流

が供給 されることによって発光する発光素子を有 し、且つ、帯状 をな

している複数の照明パネル と、

上記複数の照明パネル を保持 し、上記複数の照明パネル同士をその

長手方向に揃 えて平行 に配列させた状態 において、 当該配列方向に沿

つてのびている巻 き取 りコ一 ドであ って、配列 している照明パネルの

長 さを調整することがで きるように構成 された巻 き取 りコ一 ドと、

上記複数の照明パネル を支えつつ、 当該照明パネルの表面角度 を可

変 させる支持 コ一 ドと、

を備 えた照明装置の製造方法であ つて、

上記発光素子を配設 した照明パネル を形成する照明パネル形成工程



と、

上記支持 コー ドが上記発光素子に設 け られた上記電極 に対 して電圧

も しくは電流 を供給することがで きるように、導電性 を有する支持 コ

- ドを準備 し、 当該支持 コ一 ドの導電部分 と上記発光素子の電極 とを

電気的に接続する接続工程 とを含む ことを特徴 とする照明装置の製造

方法。

[ 請求項 38] 上記照明パネル形成工程 には、少な くとも陽極、発光領域 を含む有

機層、 および陰極 をこの順で基板上 に形成 した有機 エ レク トロル ミネ

ッセ ンス素子を上記発光素子 と して形成する有機 エ レク トロル ミネ ッ

セ ンス素子形成工程が含 まれてお り、

有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子形成工程 は、上記有機 エ レク 卜

口ル ミネ ッセ ンス素子を口一ルツゥロール法 によって形成することを

特徴 とする請求項 3 7 に記載の照明装置の製造方法。

[ 請求項 39] 上記照明パネル形成工程 には、少な くとも陽極、発光領域 を含む有

機層、 および陰極 をこの順で基板上 に形成 した有機 エ レク トロル ミネ

ッセ ンス素子を上記発光素子 と して形成する有機 エ レク トロル ミネ ッ

セ ンス素子形成工程が含 まれてお り、

上記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子形成工程では、両電荷輸送

性材料 に発光 ドーパ ン トを ドープ して上記発光領域 を形成 し、上記陽

極 および上記発光領域の間に、上記両電荷輸送性材料 と電子阻止性材

料 とによって電子阻止領域 を形成 し、上記陰極 および上記発光領域の

間に、上記両電荷輸送性材料 と正孔阻止性材料 とによって正孔阻止領

域 を形成 し、 当該電子阻止領域 および当該正孔阻止領域の うち、少な

くとも何れか一方 を蒸着重合法 によって形成することを特徴 とする請

求項 3 7 または 3 8 に記載の照明装置の製造方法。

[ 請求項 40] 上記照明パネル形成工程 には、少な くとも陽極、発光領域 を含む有

機層、 および陰極 をこの順で基板上 に形成 した有機 エ レク トロル ミネ

ッセ ンス素子を上記発光素子 と して形成する有機 エ レク トロル ミネ ッ



セ ンス素子形成工程が含 まれてお り、

上記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子形成工程では、上記有機層

を構成する材料の少な くとも 1 種類の材料 を真空条件下で蒸着するの

と同時に、あるいは蒸着 した後 に、熱処理 を行な うことを特徴 とする

請求項 3 7 に記載の照明装置の製造方法。

[ 請求項 4 1] 上記照明パネル形成工程 には、少な くとも陽極、発光領域 を含む有

機層、 および陰極 をこの順で基板上 に形成 した有機 エ レク トロル ミネ

ッセ ンス素子を上記発光素子 と して形成する有機 エ レク トロル ミネ ッ

セ ンス素子形成工程が含 まれてお り、

上記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子形成工程では、上記有機層

を構成する材料の少な くとも 1 種類の材料 を真空条件下で蒸着するの

と同時に、あるいは蒸着 した後 に、紫外線 を照射することを特徴 とす

る請求項 3 7 に記載の照明装置の製造方法。

[ 請求項42] 上記有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素子形成工程では、上記紫外線

を照射 した後 に、熱処理 を行 うことを特徴 とする請求項 4 に記載の

照明装置の製造方法。

[ 請求項43] 上記有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素子形成工程では、上記紫外線

を照射する時に、マスクを用いてパ ター ン形成することを特徴 とする

請求項 4 に記載の照明装置の製造方法。
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